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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し

い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
町
政
の
推
進
に
あ

た
り
、
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
支

援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
の
社
会
情
勢

は
、
長
期
化
す
る
厳
し
い
経
済
状

況
に
加
え
、
先
の
東
日
本
大
震
災

や
昨
年
発
生
し
た
熊
本
地
震
か
ら

の
災
害
復
興
、
そ
し
て
、
い
ま
だ

先
行
き
が
不
透
明
な
社
会
保
障
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し
、

こ
の
影
響
を
受
け
経
済
も
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
ま
す
。
当
町
に
お

き
ま
し
て
も
、
今
後
、
国
か
ら
の

普
通
交
付
税
の
削
減
が
考
え
ら
れ

ま
す
こ
と
か
ら
、
益
々
厳
し
い
財

政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
と
推
測
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か

ら
、
将
来
を
見
据
え
た
効
率
的
か

つ
効
果
的
な
予
算
編
成
が
重
要
で

あ
り
、
本
年
も
、
徹
底
し
た
行
財

政
改
革
に
よ
る
財
源
の
確
保
と
、

重
点
施
策
の
着
実
な
実
施
に
全
力

を
傾
注
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
3

月
に
は
道
民
待
望
の
北
海
道
新
幹

線
が
開
業
し
、
津
軽
海
峡
を
渡
り

北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
往
来
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
町
と
し
て
も

「
自
然
」
や
「
食
」
を
は
じ
め
と

す
る
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用

し
、
こ
の
開
業
効
果
を
地
域
経
済

の
発
展
や
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ

な
げ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

ま
た
、
8
月
30

日
に
は
、
台
風

10

号
に
よ
る
こ
れ
ま
で
経
験
し
た

こ
と
も
な
い
暴
風
の
影
響
に
よ
り

地
域
一
帯
が
大
規
模
停
電
に
陥

り
、
住
民
生
活
や
農
林
水
産
業
資

源
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
本
年
も
引
き
続
き
道
や

国
と
連
携
し
て
早
期
復
興
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
奨
励
事

業
は
、
町
内
事
業
者
の
ご
尽
力
に

よ
り
魅
力
あ
る
特
産
品
を
豊
富
に

揃
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
目

標
を
大
幅
に
上
回
り
好
調
に
推
移

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
町

内
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
魅
力

あ
る
八
雲
町
を
全
国
に
発
信
し
て

参
り
ま
す
。

　

八
雲
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

と
な
る
八
雲
町
総
合
計
画
の
計
画

期
間
が
、
平
成
29

年
度
で
終
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
平
成
30

年
度
か
ら
の
次
期
総
合
計
画
の

策
定
に
着
手
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
住
民
お
よ
び
各
種

団
体
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

や
町
民
グ
ル
ー
プ
会
議
な
ど
を
通

じ
て
町
民
皆
さ
ま
か
ら
貴
重
な
ご

意
見
を
頂
戴
し
、
第
一
次
産
業
の

振
興
を
は
じ
め
、
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
へ
の
対
応
な
ど
将
来
に

わ
た
っ
て
町
民
が
夢
と
希
望
を

持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
町
民
皆

さ
ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し

て
、
幸
せ
で
実
り
多
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ八

雲
町
長

 
岩

村

克

詔

か
つ　
　

の
り

い
わ

む
ら

　

北
川
さ
ん
は
、
昭
和
37

年
1
月

に
旧
熊
石
村
消
防
団
に
入
団
以

来
、
平
成
17

年
3
月
に
退
団
さ
れ

る
ま
で
、
43

年
余
の
永
き
に
わ
た

り
、
生
業
で
あ
る
漁
業
を
営
み
な

が
ら
、
消
防
団
員
と
し
て
幾
多
の

火
災
や
各
種
災
害
に
出
動
し
、
果

敢
な
行
動
力
と
卓
越
し
た
指
揮
能

力
を
発
揮
し
地
域
防
災
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

豊
富
な
消
防
経
験
を
も
と
に
積

極
的
な
職
責
観
念
で
団
員
を
統
率

し
、
団
員
の
教
育
訓
練
、
消
防
施

設
の
整
備
強
化
に
努
め
、
消
防
団

の
発
展
に
尽
力
す
る
等
、
数
々
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章

と
な
り
ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲
受
章

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

北

川

庄
一
郎
さ
ん

（
熊
石
泊
川
町
）

き
た

が
わ

し
ょ
う
い
ち
ろ
う

受
章
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　12月1日より1名の地域おこし協力隊が着任しま

した。地域おこし協力隊は、さまざまな地域協力活

動を行いながら「まちづくり」「地域活性化」に貢

献し、最終的には町へ定住することを目指していま

す。役場の商工観光労政課に席があり、街中やイベ

ント等で見かけたら気軽にお声掛けください。

地域おこし協力隊が着任しました

　八雲町に親近感をもったのは、今

から3年程前「オートリゾート八

雲」でキャンプをした時でした。そ

こで見た景色の素晴らしさ、管理棟の方や出会っ

た人々の優しさは今でも忘れません。そんな八雲

で私は「53歳の地域おこし協力隊」として働か

せていただきます。今までは旅行会社において商

品を企画していましたが、今度は迎え入れる立場

として八雲の魅力を活かした企画を皆さまと一緒

に発信出来ればと思っています。

門　馬　　隆（53歳）
もん ま たかし
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法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
次
代
を
担
う
中
学

生
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
作
文
を
書
く
こ
と
に
よ

り
、
人
権
尊
重
の
重
要
性
、
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と

も
に
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
昭
和

56

年
度
か
ら
「
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
12

月
3
日
（
土
）
に
函
館
市
亀
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
函
館
地
方

大
会
の
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
第
36
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

函
館
地
方
大
会
】（
渡
島
・
檜
山
・
後
志
一
部
）

・
函
館
地
方
法
務
局
管
内

　

中
学
校
27

校
5
3
7
編
の
応
募

・
「
最
優
秀
賞
（
函
館
地
方
法
務
局
長
賞
）
」

　

「
身
近
に
あ
る
『
人
権
』
」

　

八
雲
町
立
熊
石
第
一
中
学
校
1
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
田
圭
伸
さ
ん

　

2
0
1
7
年
の
新
春
を
迎
え
、

八
雲
町
議
会
を
代
表
し
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
議
員
の
任
期
4
年
間
の

最
終
年
で
あ
り
、
議
員
を
志
し
た

時
の
初
心
を
忘
れ
て
は
い
な
い

か
、
目
指
す
議
会
の
あ
り
方
に
ど

こ
ま
で
近
づ
く
こ
と
が
で
き
た
の

か
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
集

大
成
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
例
年
に
な
く
多

く
の
台
風
が
北
海
道
に
上
陸
、
接

近
し
、
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
特
に
台
風
10

号

は
、
本
町
の
農
林
水
産
業
に
大
き

な
打
撃
を
与
え
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま
に
は
こ
こ
ろ
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
適
時
的
確
な
財
政
措
置
に
よ

り
一
日
も
早
い
復
旧
を
望
む
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

災
害
時
の
迅
速
な
情
報
伝
達
の

た
め
、
八
雲
地
域
で
の
防
災
行
政

無
線
の
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
多
く
あ
る

こ
と
か
ら
町
は
関
係
機
関
や
町
内

会
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
町
民

の
安
心
安
全
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
3
月
に
北
海
道
新
幹
線
が

開
業
し
、
北
海
道
も
い
よ
い
よ
高

速
鉄
道
の
時
代
に
入
り
ま
し
た
。

札
幌
延
伸
ま
で
少
し
時
間
が
あ
り

ま
す
が
、
八
雲
の
地
域
資
源
を
最

大
限
活
か
し
、
新
幹
線
効
果
で
地

域
経
済
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

が
注
目
を
集
め
、
本
町
に
お
き
ま

し
て
も
当
初
の
予
定
を
大
き
く
上

回
っ
て
お
り
、
自
主
財
源
の
確
保

と
地
元
特
産
品
の
消
費
、
Ｐ
Ｒ
に

貢
献
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
、
本
年
も
大
い
に
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
町

総
合
計
画
は
、
平
成
30

年
度
か
ら

始
ま
る
第
2
期
計
画
に
着
手
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
第
一
次
産
業
の

振
興
を
は
じ
め
、
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
へ
の
対
応
な
ど
、
将
来

に
わ
た
っ
て
町
民
が
夢
と
希
望
を

も
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
と

な
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
も
計
画

策
定
に
参
画
し
な
が
ら
意
見
を
反

映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

八
雲
町
を
は
じ
め
と
す
る
多
く

の
地
方
自
治
体
は
自
主
財
源
に
乏

し
く
、
国
の
施
策
に
大
き
く
左
右

さ
れ
る
脆
弱
さ
が
あ
り
ま
す
。

我
々
と
し
ま
し
て
も
、
町
民
の
皆

さ
ま
の
た
め
に
、
多
く
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
や
新
た
な
事
業
を
望
む

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず

は
強
固
な
経
済
財
政
基
盤
を
築
く

こ
と
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
、
数
々

の
壁
を
乗
り
越
え
る
こ
と
は
難
し

い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
「
議
会
報
告

会
」
や
「
一
般
会
議
」
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
町
民
の
声
を
聞
き

行
政
に
届
け
る
こ
と
、
議
決
し
た

経
過
と
内
容
を
皆
さ
ま
に
届
け
る

こ
と
が
、
議
会
の
大
切
な
役
目
で

あ
る
こ
と
を
強
く
感
じ
て
、
活
動

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
議
会
基
本
条
例
の
前

文
で
誓
っ
た
「
議
会
は
変
わ
り
ま

す
」
に
向
け
、
努
力
を
惜
し
ま
ず

活
動
し
、
町
民
皆
さ
ま
と
と
も
に

夢
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

支
援
と
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
穏
や

か
な
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ八

雲
町
議
会
議
長

 
能

登

谷

正

人

や

の

ま

さ

と

と

熊
石
第
一
中
学
校 

西
田
圭
伸
さ
ん

最
優
秀
賞
を
受
賞
！

第
36
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
函
館
地
方
大
会

○この冬も引き続き「無理の

ない範囲での節電」にご協

力をお願いいたします。

○詳しくは、ほくでんホーム

ページをご覧ください。

【問い合わせ先】

北海道電力八雲営業所

☎0137－62－2531

北海道電力からの
お願い

ほくでん節電

に
し
だ

け
い
し
ん
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固
定
資
産
税
は
、
土
地
・
家
屋

の
ほ
か
償
却
資
産
（
事
業
用
資

産
）
に
つ
い
て
も
課
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
1
月
1
日
（
賦
課
期

日
）
現
在
に
お
い
て
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
方
は
、
平
成
29
年

1
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

【
主
な
留
意
点
】

①
法
人
税
ま
た
は
所
得
税
の
申
告

　

に
お
い
て
、
減
価
償
却
が
終
了

　

し
て
い
て
も
事
業
に
使
用
し
て

　

い
る
資
産
に
つ
い
て
は
償
却
資

　

産
申
告
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
決
算
期
ご
と
に
取
得
し
た
資
産

　

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
平
成
29

　

年
1
月
1
日
現
在
所
有
し
て
い

　

る
事
業
用
資
産
が
申
告
の
対
象

　

と
な
り
ま
す
。

③
申
告
書
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

個
人
事
業
主
の
方
は
、
12
桁
の

　

番
号
を
記
入
の
う
え
、
本
人
確

　

認
書
類
と
併
せ
て
申
告
く
だ
さ

　

い
。

　

法
人
の
方
は
、
13
桁
の
番
号
を

　

記
入
の
う
え
、
申
告
く
だ
さ
い
。

④
電
子
申
告
（e

L
T
A
X

）
が
利
用

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

⑤
町
内
で
事
業
を
さ
れ
て
い
る
方

　

へ
は
、
12
月
末
に
今
年
度
の
申

　

告
書
を
送
付
し
ま
す
。
同
封
の

　

「
償
却
資
産
申
告
の
手
引
き
」

　

を
ご
覧
の
う
え
記
載
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
業
を
さ
れ
て
い
る
方

　

で
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
方

　

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
申
告
窓
口
】

・
財
務
課
課
税
第
二
係　

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

・
落
部
支
所

※
電
子
申
告
（eL

T
A
X

）
に
関
す
る

　

問
い
合
わ
せ
先
はeL

T
A
X

地
方

　

税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

　

☎
0
5
7
0
│
0
8
1
4
5
9

　

Ｈ
Ｐ
：h

ttp
://w
w
w
.eltax

.jp
/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

財
務
課
課
税
第
二
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
4

【
主
な
償
却
資
産
の
例
示
】

※
左
記
以
外
に
も
事
業
用
の
も
の

　

が
あ
れ
ば
申
告
が
必
要
で
す
。

固
定
資
産
（
償
却
資
産
）の

　
　
　
　
　
　
　

  

申
告
に
つ
い
て

１　構築物

２　機械及び装置

３　船舶

４　航空機

５　車両運搬機

６ 工具器具備品

路面舗装（駐車場・構内）、フェンス、看板、門、石油タンク等

加工機械、製造機械、冷凍装置、ブルドーザ、コンプレッサー等

漁船、作業船、ボート等

ヘリコプター、グライダー等

構内運搬車、大型特殊自動車（最高速35km/h以上のトラクター

等）で登録番号が0と9の車両も含む。

※自動車税および軽自動車税の対象となるものは除く。

作業工具、測定工具、机、椅子、自動販売機等

資産の種類 償却資産の名称等

物品購入等に係る参加資格申請書の受付 町収納金の納入通知書に記載の
取扱金融機関名について

事業主
（法人・個人）

の皆さんへ

　平成29年1月23日に江差信用金庫と
函館信用金庫が合併し、「道南うみ街信
用金庫」となります。今年度中に当町か
ら発行している納入通知書（各種税金・
町営住宅料・保育料・上下水道料金等）
については、取り扱いできる金融機関
等に「江差信用金庫」と記載されており
ますが、合併後は「道南うみ街信用金
庫」に読み替えて対応します。再発行は
行いませんので、そのままご使用いた
だくようお願いします。また、口座引
落で納付されている方につきまして
も、金融機関名の変更手続きは必要あ
りません。
【問い合わせ先】

・会計課出納係　☎0137－62－2113

・江差信用金庫または函館信用金庫

（新：道南うみ街信用金庫）各支店

　平成29～30年度について、物品等の購入に係る参加資
格の申請を受け付けます。平成27年度に登録済みの法人
または個人であっても新たに申請をしてください。
【申請受付期間】※土・日・祝日を除く
・1月16日（月）～2月28日（火）
・午前8時30分～午後5時15分
【申請できる業者・申請書】

⑴八雲町内に本社を有する法人または個人で、平成29年
1月1日現在、2年間の営業実績を有し、各種税金を完
納していること。

⑵八雲町以外に本社を有する法人または個人（八雲町内に
支店、営業所等を有する法人含む）で、平成29年1月1
日現在、2年間の営業実績を有し、各種税金を完納して
いること。

※申請は、町ＨＰ掲載の町指定の様式
※石油類販売（燃料等）業者の申請は不要です。
【申請・問い合わせ先】

・会計課会計係　☎0137－62－2113

・熊石総合支所地域振興課　☎01398－2－3111
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　社会保障・税・災害対策分野において、行政手続の効率性・透明性を高め、国民にとって利便性の

高い公平・公正な社会を実現することを目的として、社会保障・税番号（マイナンバー）制度が導入

されました。

社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入について

申告書は、国税庁ホームページで作成できます

平成28年分以降の所得税等の確定申告書には、

税務相談などに関するお問合せ
【URL】http://www.e-tax.nta.go.jp
【e-Tax・作成コーナーヘルプデスク】☎0570－01－5901

最寄りの税務署にお電話いただきますと、自動音声によりご案内しておりますので、相談内容に応じて該当の番号を選択してください。

が必要になります。

マイナンバー（12桁）の記載

　申告書にはマイナンバー（個人番号）を

記載する欄を設けており、申告者ご本人や

控除対象配偶者、扶養親族および事業専従

者などのマイナンバーの記載が必要です。

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で、ご自宅のパソコン等から申告書を作成する

ことができます。

　当コーナーでは、給与所得者または年金所得者の方向けの申告書作成画面をご用意しています。

初めての方でも操作がしやすい画面となっておりますので、ぜひご利用ください。

　作成した申告書は、マイナンバーカードとＩＣカードリーダライタを準備すれば「e-Tax（電子申

告）」を利用して提出できます。また、印刷して郵送等により提出することもできます。

　詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。

　（注）住民基本台帳カードの電子証明書は、有効期間内であれば、新たにマイナンバーカードの交

付を受けるまで、引き続きe-Taxでご利用いただけます。

本人確認書類の提示または写しの添付

　マイナンバーを記載した申告書を提出する際に

は、申告者ご本人の本人確認書類の提示または写

しの添付が必要です。 

※控除対象配偶者、扶養親族および事業専従者な

　どの本人確認書類は不要です。

【本人確認書類の例】例１　マイナンバーカード　　

　　　　　　　　　　例２　通知カード＋運転免許証、公的医療保険の被保険者証 など 

　マイナンバーカードを利用して、ご自宅等のパソコンからe-Taxで送信する場合は、
本人確認書類を別途送付する必要はありません！

詳しくは、国税庁ホームページ「社会保障・税番号制度＜マイナンバー＞」
（http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm）をご覧ください。
【マイナンバーについては、総務省総合フリーダイヤル】☎0120－95－0178

【問い合わせ先】八雲町税務署　10137－63－2148

自宅で申告書を作成中に、ちょっと申告内容に関して
相談したいんだけど、どうすればいいかな？

申告に関するご質問や必要な書類の確認などは、

お電話で問い合わせることができます。
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【
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
】

　

医
療
と
介
護
の
両
方
を
利
用
し

て
い
る
世
帯
の
自
己
負
担
を
軽
減

す
る
制
度
で
す
。

　

同
一
世
帯
の
加
入
者
に
お
い

て
、
①
「
病
院
に
か
か
っ
た
と
き
」
、

②
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

と
き
」
の
1
年
間
の
自
己
負
担
額

の
合
計
が
、
表
の
基
準
額
を
超
え

た
場
合
、
役
場
窓
口
へ
申
請
す
る

こ
と
で
、
③
「
高
額
介
護
合
算
療

養
費
」
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
同
一
世
帯
で
あ
っ
て
も
、
加
入

　

し
て
い
る
医
療
保
険
が
違
う
と

　

合
算
で
き
ま
せ
ん
。

※
医
療
保
険
ま
た
は
介
護
保
険
の

自
己
負
担
額
の
い
ず
れ
か
が
0

円
の
場
合
、
ま
た
は
支
給
決
定

額
が
5
0
0
円
以
下
の
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
各
種
医
療
費
助
成
制
度
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、
医
療
機
関
窓

口
で
支
払
う
自
己
負
担
額
が
軽

減
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
と
の
合
算
と
な
る

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
制
度
と

　
　
　
　
　
　
　
　

申
請
手
続
き
に
つ
い
て

国
保
・
後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
の
お
知
ら
せ

③高額介護合算療養費

①と②の自己負担額を合算し、下記

の基準額を超えた分が支払われます。

①医療費の
　自己負担

②介護サービス
　費の自己負担

■国保被保険者70歳未満の方

区分

212万円

141万円

67万円

60万円

34万円

自己負担額の合計基準額

区分ア

区分イ

区分ウ

区分エ

区分オ

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
申
請
手
続
】

　

平
成
27
年
度
分
（
平
成
27
年
8

月
1
日
〜
平
成
28
年
7
月
31
日
ま

で
）
に
つ
い
て
、
支
給
の
対
象
と

な
る
方
に
は
、
1
月
以
降
に
申
請

の
案
内
を
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
期
間
内
に
次
に
該
当

す
る
方
に
は
、
申
請
の
案
内
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

国
民
健
康
保
険
係
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

・
被
用
者
保
険
か
ら
国
民
健
康
保

　

険
へ
移
行
さ
れ
た
方

・
被
用
者
保
険
ま
た
は
国
民
健
康

　

保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

　

度
に
移
行
さ
れ
た
方

・
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
方

【
国
保
制
度
に
関
す
る

　

問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

・
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
0
1
1
│
2
9
0
│
5
6
0
1

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

■後期高齢者医療・国保被保険者70歳以上の方

現役並み所得者

一般

自己負担額の
合計基準額

区　　分

住民税
非課税
世帯

区分Ⅱ

区分Ⅰ

３割

１割

負担割合

６７万円

５６万円

３１万円

１９万円

国保：
2割含む

※1年間の自己負担額の計算期間
　平成27年8月1日～平成28年7月31日
※支給額計算は、平成28年7月末時点の所得区分で計算
　されます。

　10月24日（月）から始まりました上記給付金の申請受付は、1月24

日（火）までです。対象者と思われる方には申請書を送付しています

が、申請がお済みでない方は、忘れずに申請してください。申請期

限を過ぎた場合は原則、支給されません。

【申請期間】1月24日（火）午後５時まで（郵送は当日消印有効）

【受付場所】役場本庁・落部支所・熊石総合支所、相沼泊川出張所

【持参するもの】

　・申請書　・印鑑　・通帳またはその写し　

　・免許証または保険証等（支給対象者分）　

　平成27年度の受取口座と同じ口座を希望する場合は、通帳は不要

です。詳しくは、町のホームページで確認するか、担当までお問い

合わせください。

【問い合わせ先】住民生活課社会係　☎0137－62－2112

申請がないと支給されません

平成28年度臨時福祉／障害・
遺族基礎年金受給者向け給付金の
申請はお済みですか？
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〈
広
告
〉

月　日

2月14日
（火）

2月15日
（水）

2月16日
（木）

受付時間

午前6時30分～
午前9時30分

午前8時30分～
午前10時

午前8時30分～
午前10時

会　　場

ＪＡ新はこだて

八雲支店

ＪＡ新はこだて

落部支店

 
 

今
年
度
も
八
雲
地
域
の
季
節
労

働
者
・
出
稼
ぎ
労
働
者
の
方
々
の

健
康
管
理
の
た
め
、
無
料
に
て
健

康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
役

場
商
工
観
光
労
政
課
に
て
受
け
付

け
し
ま
す
の
で
、
受
診
券
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
検
査
項
目
】

　

血
圧
測
定
、
血
液
検
査
、
尿
検

査
、
心
電
図
検
査
、
胸
部
Ｘ
線
検

査
、
聴
力
検
査

【
受
診
日
】

・
1
月
23

日
（
月
）
、
24

日
（
火
）

　
　
　

30

日
（
月
）
、
31

日
（
火
）

・
2
月
1
日
（
水
）
、
2
日
（
木
）

　

全
日
程
午
前
9
時
30

分
〜

※
申
し
込
み
の
締
め
切
り
は
受
診

　

日
の
5
日
前
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

商
工
観
光
労
政
課
労
政
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
6

農
協
巡
回
ド
ッ
ク
検
診

（
特
定
健
診
）
の
お
知
ら
せ

（
八
雲
地
域
）季
節
労
働
者
・
出
稼
ぎ

労
働
者
の
皆
さ
ま
へ

働
く
前
に
「
健
康
診
断
」
を

受
け
ま
し
ょ
う

【日時および会場】
　

農
協
巡
回
ド
ッ
ク
検
診
が
左
記

に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
農
協
組

合
員
以
外
の
方
も
受
診
で
き
ま
す

の
で
、
今
年
度
ま
だ
特
定
健
診
を

受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
是
非

こ
の
機
会
に
受
け
ま
し
ょ
う
！

【
対
象
者
】

　

15

歳
以
上
の
八
雲
町
民
の
方

（
中
高
生
は
除
く
）

【
健
診
等
内
容
】

（
１
）
必
須
項
目

　
　

血
液
検
査
、
尿
検
査
、
血
圧

　

測
定
、
身
体
測
定
、
問
診

（
２
）
選
択
項
目

　

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

（
40

歳
以
上
、
無
料
）

・
喀
痰
検
査

　

（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受

　

け
た
方
、
検
査
料
5
0
0
円
）

・
胃
が
ん
検
診
（
35

歳
以
上
、　

　

検
診
料
1
，
5
0
0
円
）

・
大
腸
が
ん
検
診
（
35

歳
以
上
、

　

検
診
料
5
0
0
円
）

【
自
己
負
担
額
】
1
，
0
0
0
円

※
生
活
保
護
費
受
給
者
は
、
公
費

　

で
負
担
し
ま
す
。

【
申
込
期
限
】
1
月
19

日
（
木
）

【
注
意
事
項
】

・
特
定
健
診
受
診
券
、
健
康
保
険

　

証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

（
受
診
券
を
無
く
し
た
場
合
で
も

　

受
診
で
き
ま
す
。
受
付
時
に
受

　

付
係
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
）

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
受
け
ら
れ

　

る
方
は
、
ボ
タ
ン
・
フ
ァ
ス
ナ

　

ー
の
つ
い
て
い
な
い
服
を
着
て
、

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
血
液
検
査
が
あ
る
の
で
、
朝
食
は

　

摂
ら
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

農
協
組
合
員
の
方
は
、
農
協
へ

　

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　高齢者の方、障がいをかかえる方やそのご家

族など、介護や健康について心配がある方の相

談の場として開催します。八雲町認知症家族の

会「リフレッシュクラブ」会員も参加しますの

で、認知症の方を介護する方同士の交流の場と

してもご利用いただけます。

【日程】1月16日（月）

【受付時間】午後2時～4時（予約不要）

【場所】八雲町公民館

●ミニ講座「ふまねっと」を楽しもう
【時間】午後2時30分～3時

【内容】

　リズムに乗せたステップで、楽しくチャレン

ジできる運動をご紹介します！

【問い合わせ先】

　保健福祉課包括支援係（シルバープラザ内）

☎0137－65－5001

はっぴぃ♪街なか保健室

　がんになってお悩みの方やご家族ががんで心
配されている方など、是非ご参加ください。同
じ悩みを抱えている方との交流ができます。
【日時】平成29年1月18日（水）
　　　　午後1時30分～2時30分
【場所】シルバープラザ
【内容】◎茶話会（予約不要）
　　　　がんについて困っていること等を語り
　　　　合いましょう
【共催】八雲町、八雲総合病院、八雲保健所
【問い合わせ先】
　保健福祉課健康推進係（シルバープラザ内）
 10137－64－2111
　八雲総合病院医事課医療連携係
 10137－63－2185
　八雲保健所企画総務課企画係
 10137－63－2168

がんサロンのお知らせ
ひとりで悩んでいませんか？
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〈
広
告
〉

担
当  
管
理
栄
養
士  
木
村
・
尾
関

カ
ラ
ダ
に
お
い
し
い

栄
養
コ
ラ
ム
⑥

管理
栄養士の

・保健福祉課健康推進係（シルバープラザ内） 10137─64─2111

・熊石総合支所住民サービス課 101398─2─3111
問い合わせ先

　

減
塩
の
お
話
最
終
回
は
、

簡
単
レ
シ
ピ
紹
介
で
す
。
野

菜
に
か
け
る
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

等
の
調
味
料
も
、
手
作
り
す

る
と
市
販
品
を
使
う
よ
り
塩

分
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
無
理
な
く
、
お
い
し
い

減
塩
の
た
め
に
こ
の
レ
シ
ピ

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
ね
。

○
玉
ね
ぎ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

（
サ
ラ
ダ
2
人
前
）

【
作
り
方
】

・
玉
ね
ぎ
の
す
り
お
ろ
し

　
　

1
／
8
個
（
約
20
ｇ
）

・
し
ょ
う
油　

大
さ
じ
1　

・
酢　
　
　
　

大
さ
じ
1

・
サ
ラ
ダ
油　

大
さ
じ
1
／
2

　

こ
れ
ら
を
加
え
混
ぜ
ま
す
。

※
市
販
の
和
風
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
の
塩
分
は
、
大
さ
じ
1

杯
で
1.1
ｇ
で
す
が
、
こ
の

手
作
り
の
玉
ね
ぎ
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
で
は
、
大
さ
じ
1

杯
で
塩
分
0.7
ｇ
で
す
。

○
だ
し
じ
ょ
う
油

（
わ
さ
び
風
味
）

（
お
ひ
た
し
4
人
前
）

【
作
り
方
】

　

し
ょ
う
油
大
さ
じ
1
、
だ

し
汁
大
さ
じ
1
を
合
わ
せ
、

わ
さ
び
を
お
好
み
の
量
を
加

え
て
よ
く
混
ぜ
ま
す
。

※
し
ょ
う
油
の
塩
分
は
大
さ

じ
1
杯
で
2.6
ｇ
。
だ
し
じ
ょ

う
油
に
す
る
と
、
半
分
に
減

塩
で
き
ま
す
。
わ
さ
び
を
レ

モ
ン
や
す
だ
ち
な
ど
の
柑
橘

類
に
変
え
る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
手
作
り
ポ
ン
酢
が
作
れ
ま

す
。

　

半
年
間
に
わ
た
り
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
栄
養
コ
ラ

ム
は
、
今
月
で
終
了
と
な
り

ま
す
が
、
日
頃
の
食
生
活
の

疑
問
・
質
問
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、
町
管
理
栄
養
士
ま
で

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ね
。

減
塩
の
お
話
③

久月 吉徳
カタログ希望の方無料郵送致します 90120－444－753

100セット
以上展示中

WWW.kyougiku.com函館市桔梗2丁目19－6（国道5号線沿い）

㈳日本人形協会会員

■5月5日まで無休
営業時間/AM9：30～PM7：00 函館日産

●

ベ
ル
コ
函
館
●

タイヤ館
●

パチパチ●

国道5号線

▲
湯
川

上
磯
▼

セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
●●当店

1500m

人形の京菊 検 索

全国送料無料

〈
広
告
〉
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・病院、各施設からの直接安置等、ご相談下さい

・町外からの搬送もお引き受けいたします

・自宅や寺院・会館を利用しての葬儀全てお任せ

　下さい

〒049－3102 北海道二海郡八雲町東町247－1

電話 0137－64－2855　FAX 0137－66－5015

新規・解体撤去・
リフォーム追加彫刻…
墓石のことなら
ご相談くださいY
洋型・和型墓石も各種展示いたしております。

お任せ下さい！！

TEL（0137）62－2960　FAX（0137）63－2266

八雲町本町87番地2F

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

八雲町落部130

Tel 67－2454

http://aiki929.jp

シ
ミ
抜
き 
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

洗
濯
に
、
手
作
り
天
然
薬
草
酵
素
液
を
使
用

相
木
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

各
コ
ー
ス 
特
殊
加
工 
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

数
少
な
い
上
級
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
者
の
い
る
お
店

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

【申し込み・問い合わせ先】八雲町子育て支援センター　　　　　　　10137－62－2573

子育て支援センターからお知らせ

【内容】お子さんには安心・安全な食べ物で大き

　くなってもらいたいものですね。おやつを試食

　しながら、栄養士さんから手軽でおいしいおや

　つ作りのポイントを教わりましょう。

【対象】入園前のお子さんと保護者の皆さん

【日時】1月31日（火）午前10時～11時30分

【場所】子育て支援センター（相生町29－9）

【持ち物】お母さんのエプロン、スカーフとお子

　さんが普段使用しているスプーン、フォーク、

　エプロン、おしぼり等

【定員】15組（定員になり次第締め切ります）

【参加費】200円（当日に集金）

【申込期限】1月23日（月）

親子や祖父母、子育てサポーターやセンターの
保育士と一緒に遊んで、子育て支援の輪を繋げましょう

平成28年度『子育てサポート講習会』

スマイル育児教室⑦

手作りおやつで元気もりもりY
　お子さんとの遊びに、“驚きやワクワクする遊

び”をプラスしてみませんか？「パパすご～い！」っ

て注目のマジックも！！子育てサポーターの個人託

児や集団託児のアイデアにもなります。

【内容】・パパマジック＆親子体操＆わらべうた

　　　　　＆新聞紙遊び＆おもちゃ遊びなど

　　　　・子育てサポーター活動の紹介

【日時】2月18日（土）午前10時～11時30分

【場所】シルバープラザスポーツホール

【対象】就学前のお子さんとお父さんやお母さん

　　　　おじいちゃん・おばあちゃん

　　　　子育てサポーター活動に関心のある方

【定員】25組（定員になり次第締め切ります）

【申込期限】2月10日（金）

　

未
就
学
児
の
重
度
心
身
障
が
い

者
医
療
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

の
受
給
者
は
、
同
時
に
乳
幼
児
等

医
療
の
受
給
者
で
も
あ
り
ま
す

が
、
重
度
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
が
優
先
さ
れ
乳
幼
児
等
医
療
費

受
給
者
証
を
交
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
重
度
・
ひ
と
り
親

家
庭
等
医
療
で
一
部
負
担
金
を
医

療
機
関
等
へ
支
払
っ
た
と
き
は
、

償
還
手
続
き
が
（
一
部
負
担
金
の

払
い
戻
し
）
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
方
】

・
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
受
給

　

者
証
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

　

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
未
就
学

　

児
童

【
対
象
と
な
る
も
の
】

・
外
来
・
入
院
・
歯
科
・
調
剤
へ

　

受
診
時
の
自
己
負
担
額

（
予
防
接
種
・
入
院
食
事
療
養
費

　

等
を
除
く
）

【
償
還
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
医
療
機
関
等
か
ら
交
付
さ
れ
た

　

領
収
書

・
印
鑑

・
保
護
者
の
方
の
通
帳

【
申
請
先
】

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

お
仕
事
等
で
来
庁
で
き
な
い
場

合
は
郵
送
で
も
手
続
き
可
能
で
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

重
度
心
身
障
が
い
者
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
の

お
子
さ
ま
の
一
部
負
担
金
の
払
い
戻
し
は
、

お
済
み
で
す
か
？
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11

月
25

日
（
金
）
、
「
第
20

回
や
く

も
少
年
少
女
ゆ
め
議
会
」
が
、
八

雲
町
議
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
中
学
生
11

人
（
う
ち
1

人
が
議
長
）
が
、
日
頃
感
じ
て
い
る

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
提
案
や
意

見
を
発
言
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容

を
ま
と
め
て
掲
載
し
ま
す
。

（
ペ
ー
ジ
の
都
合
上
、
要
約
し
掲

　

載
し
て
い
ま
す
）

第
20
回

や
く
も
少
年
少
女

ゆ

め

議

会

　本日はこのような素晴らしい場を設けていただいたので自分たちの

意見を持ちしっかり発言しましょう。皆さん、八雲を良くするための質問

を考えてきていると思います。質問だけではなく、再質問も期待してい

ます。皆さん緊張していると思います。私もすごく緊張しています。不

慣れな進行ではありますが、円滑にできるように努めますのでよろしく

お願いいたします。

　皆さんのご協力により「やくも少年少女ゆめ議会」の議長を無事

に務めることができました。

　議長席に座り会議を進め議場で質問することは、私たちにとって、

初めての経験であり、緊張とともに、非常にうれしく思いました。この

体験は一生忘れられない思い出になると思います。今日は、本当に

ありがとうございました。　

奈良　諒介 議長（八雲中学校2年）

　観光担当の方が、地域を視察し地域密着型の観光資源を探っ

てもらいたいです。また、近隣市町村と共同でまちや観光資源をＰＲ

し、ネットで特産品の販売など産業の発展に結びつけられないか検

討をお願いします。

　3月26日に北海道新幹線が開業し、大勢の方々が北海道を訪れ

ており、八雲町にもその観光客が旅行途中に立ち寄るケースが増

えています。八雲町は農林漁業と素晴らしい資源があり、現在、その

業種に携わる方 と々町内視察や資源の活用方法等の議論をして

います。また、八雲・今金・せたな・長万部で連携し、4町でクーポン付

ガイドブックを発行するなどしています。このほか、町外の方が八雲

町へ寄附すると町の特産品をお礼するふるさと応援寄附金制度を

町のホームページや寄附金ポータルサイトでPRし、全道でも上位の

寄附があります。この制度を利用しながら、北海道新幹線新八雲駅

の開業を見据え地域の資源を積極的に発掘し、特産品のPRと地

域の産業の発展のためご協力をお願いします。

横田　愛佳 議員（熊石第一中学校2年）

観光資源をもっとPRして、
産業の発展を

答弁）町長

　身体を動かして遊べる施設はありますが、小さい子も安全に楽し

んで遊ぶとなると不安があります。安全に楽しく遊べる以下のような

施設を提案します。

①のびのびと遊べる　②学生も使える　③子どもが安全　④親子

がふれあいながら遊べるなど、施設の中に遊具など小さい子たちが

遊べたり読み聞かせできるコーナーがあれば良いと思います。

　現在、子育て支援センターには、乳幼児から大人まで利用できる

一般開放の遊戯室、スポーツホールがあります。また、入園前のお

子さんと保護者が一緒に遊べる場の提供や、子育ての仲間づくり・

相談、育児の支援事業などを行っています。その他の屋内施設とし

ては、パノラマパークがあります。子どもが安心・安全に遊べるスペー

スを拠点に、子育て中のお父さんお母さんが相談や短時間の習い

事をしたり、また、子どもから高齢者まで集えるスペースで、子どもを中

心に色々な世代の人達が交流し人が集えばつながりが生まれ、活

動するようになります。人づくりにも発展します。今、八雲町では公共

施設が古くなり、建て替えや集約化、利用形態を見直す時期になっ

てきていますので、参考にし今後のまちづくりに役立てたいと思いま

す。

今井　双葉 議員（落部中学校3年）

小さい子も安全に楽しく
遊べる施設を

答弁）町長

　私は、全ての町民にとって便利な町になってほしいと思います。私

が住む熊石は八雲地域本町に比べ、買い物をするための手段が少

し不便です。近くにスーパーやコンビニを増やしたり、ネットでの買い

物をもっと利用できないでしょうか。一人暮らしの高齢者の方など買

い物に行く車がない方がいます。そこで、空き家を利用してネットの

買い物スペースを作れば高齢者の方 も々買い物ができるのではな

いでしょうか。

　熊石地域は高齢化が進み、9月末現在の熊石地域の高齢化率

は48.9％となっており、商店経営も同様に高齢化と後継者不足や

人口の減少による売り上げの減少などから、平成16年に28店舗

あった店も、現在では14店舗にまで減少しています。空き家を活用

したネットで買い物をできるスペースについては、空き家の所有者の

考え方や使うための改修が必要です。さらに、ネットでの購入は地元

以外から買い物をすることになり、結果的に地元商店の経営を厳し

くしますので、推進は難しい面があります。しかし、利便性の向上や空

き家対策、高齢者コミュニティを考えた場合には、とても素晴らしい

提案だと思いますので、今後の熊石地域の商工行政の参考にさせ

ていただきたいと思います。

相原　美海 議員（熊石第二中学校2年）

もっと便利な町にするために

答弁）町長

開会にあたり

閉会にあたり

なら りょうすけよこた まなか

いまい ふたば あいはら みみ
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　最近、くまいし館（ふれあい交流センター）がオープンしましたが、

「ふれあい」とついているのにあまりふれあえなく、熊石には児童館

や体育館もありません。私は、センターの一般開放を希望します。

みんなで集まりお話や勉強などを教えあい、学力の向上や友情を

深められます。

　ふれあい交流センターくまいし館は、地域の福祉活動や保健活

動、生涯学習などで交流し、潤いと活気ある地域にすることを目的

としています。主な利用は、熊石地域の敬老会、町民文化祭など

の町主催行事のほか、町内会など各団体の行事で利用し、平成

27年度は324件の申し込みで、延べ6,767人が利用しました。「く

まいし館」は、管理人が常にいるわけではなく利用する時間帯に合

わせて開館する貸館方式です。一般開放する場合は、開放時間

帯のトラブルにすぐに対応する人が必要です。また、利用調整も必

要で新たに経費がかかりますので、一般開放は、今の管理形態で

は難しいと考えています。一般開放はできませんが、毎年、くまいし

館で多くの行事が開催されますので、その際には、利用してほしい

と思います。また、来年４月には、熊石中学校として新しく学校が誕

生します。新しい環境の中で、大いに友情を深め、学力向上のため

に頑張り、熊石地域を良くするため提案いただきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。

井口　彩菜 議員（熊石第一中学校1年）

　これから新幹線が開通した際、八雲を札幌に行く通り道にするの

ではなく、八雲町で観光をしてもらいたいです。例えば、新幹線の駅で

「二海カレー」など八雲町の名物料理の提供や特産品を販売する、

また、八雲町出身の有名人の方に協力していただき、インターネット

など多くの人が利用するメディアでPRするのはいかがでしょうか。

　北海道新幹線札幌開業は、大勢の方々に八雲町を知ってもらう

絶好の機会です。西洋酪農発祥の地や二つの海からとれる水産

物の強みを活かすため、新八雲駅周辺に観光牧場や飲食店の整

備を検討し、さらに八雲町をＰＲしていきたいと考えています。また、

現在4名いる観光大使の方 と々、八雲町をPRすることも有効な手

段です。あわせて、八雲町情報交流物産館丘の駅でのネット配信

などを取り入れたり、テレビや雑誌等のメディアで取り上げてもらい、

全国にPRしたいと考えています。皆さんも、全国の友人などさまざま

な機会で、八雲町のPRにご協力をお願いします。

　もし、新幹線の駅で販売する場合、中高生の人がお手伝いする

ことはありますか。

　新八雲駅開業に向け町も皆さんに駅周辺整備や観光など意見

取り入れるため、新しい意見や参考になるアイデアなどを募集して

いきたいと思います。

菊地　　颯 議員（野田生中学校2年）

新幹線開通を利用した
町のPRについて

答弁）町長

答弁）町長

答弁）町長

くまいし館の活用を

いぐち あやな

きくち はやて

　夜遅くまで勉強し高校に通う列車の時間がとても早くて大変な

ので以下の提案をします。

①列車の時間を7時30分発ぐらい遅くし、丁度良い時間にしてほ

しいです。

②栄浜から高校までのバス導入をすれば時間も丁度良く、駅から

の遠い道のりを楽に通えます。

　現在、八雲高校へ落部方面から通学するためには、ＪＲ普通列

車のみです。落部駅の乗車時刻が6時52分で、八雲駅到着が7

時17分です。

①この列車は森駅を6時30分に出発し長万部駅7時54分に到

着します。長万部高校の通学生徒の始業時間に合わせたダイヤ

編成です。ご理解をお願いします。

②町内の公共交通機関はＪＲのほかに、函館バスが長万部～函

館間を1日4往復運行していますが、人口の減少と共に利用者も

減り、赤字運行で、国・町の支援で維持しています。高校生の通学

のための送迎バスは、栄浜方面だけでなく黒岩方面にも運行が必

要となり、バスの購入代金や経費が高額になり、函館バスの運行

にも影響し、簡単に運行できません。早く着いた時間を勉強にあて

ることもできますので、ぜひ、八雲高校に入学してほしいと思います。

林　　姫 議員（落部中学校3年）

　私は、八雲町の特徴を活かした施設を増やせばよいと提案します。

例えば、八雲には二つの海の「水族館」や、「クマ牧場ならぬ“牛牧

場”」をつくり、乳しぼりや乳製品作りをして牛とふれあって、動物へ

の親しみや、ありがたみが生まれ八雲町の農業のＰＲになると思い

ます。

　八雲町は、農林漁業など一次産業がとても盛んです。農業では、

西洋酪農発祥の地として知られ、八雲町の牛乳は乳質が高く乳製

品の生産も盛んです。北海道新幹線はほとんどの区間がトンネル

で、風景を車窓から楽しめません。しかし、新八雲駅周辺は、八雲ら

しい牧歌的な風景があり、この風景を十分に活かし、体験観光牧

場や地元食材を楽しめるレストランなどの施設をつくるなど、観光客

が楽しめるような駅・周辺の整備を検討しています。新八雲駅開業

は、2030年度の予定ですが、皆さんからも多くのアイディアを出し

ていただきたいので、ご協力をお願いします。

　八雲町には二つの海があるのでその海を「きれい」と言ってもらえ

るように、海のごみ拾いのような企画ができませんか。

　八雲地域と熊石地域、二つの海で協力するのは良いことだと思

いますので、検討していきたいと思います。

飯野　心愛 議員（八雲中学校1年）

観光できる商業施設を
増やそう

答弁）町長

答弁）町長

再質問）飯野

答弁）町長

八雲高校にもっと通いやすく

はやし ひめ

いいの ここあ

再質問）菊地
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　熊石地域は海や山が近く、自然災害時の避難が大変です。山

への道は急な階段、木や雑草が茂る道が続き、階段がない所も多

いです。避難所に行く道を整備してほしいです。

　熊石地域は、急傾斜の山と海に挟まれ、地震等による津波被

害や地すべり、がけ崩れなどの災害が想定されます。各町内会が

避難道路等を整備・管理することで、地域の防災意識の向上が図

られています。町では町内会支援としてパイプなどの資材の提供を

してきました。現在、北海道では地震による日本海側で起こる津波

浸水シミュレーションを行い、その結果を今年度中に公表する予定

です。また、北海道による土砂災害警戒区域の基礎調査を進めて

おり、時期がきたら説明会を開催します。これらを受け、熊石地域の

災害避難計画等の見直しが必要ですので避難道路整備も含め、

皆さんと一緒に検討していきます。生徒の皆さんは、普段から防災

意識の向上に努め、災害時はまず自分の身を守ることを一番に行

動し、次に避難が困難な高齢者等の手助けもお願いしたいと思い

ます。自分の身を守る「自助」・お互いに助け合う「共助」・行政によ

る救助や支援の「公助」で、熊石地域の防災力及び地域住民の

防災意識の向上を一層図り、災害による被害者を出さぬよう取り

組んでいきたいと考えています。

答弁）町長

　八雲町が高齢者にとって住みやすい町にするために2つ提案します。①保育所と老人ホームの融合です。小さい子どもたちは高齢者に貴重

な話を聞き、幅広い年代の方と関わるきっかけになります。②小中高の児童や生徒などが高齢者と話をしたり、昔の遊びなどを教えてもらう交流

です。高齢者の方は楽しめ、若者は、話を聞き知識や知恵を知ったりできます。町が企画すれば、多くの世代の人が参加し、若者と高齢者が人

の大切さを感じ、助け合って生活をしていけると思います。

　高齢者と子どもの交流は、今は、少子高齢化や核家族化、近所との結びつきの低下などから機会が失われ、かつては得られたことが得られな

いという損失があります。これをもう一度取り戻すことは、とても大切で意義のあることです。

①近年、公共施設の整備では、施設の集約・併設する事例が増加しています。平成10年に全国1,000の自治体に行った調査では、最も多い

融合施設は「保育園とデイサービスセンター」、次に「児童館と高齢者福祉センター」、「保育所と高齢者福祉センター」、「保育所と特別養護

老人ホーム」という結果でした。融合施設になれば、子どもは、高齢者などへの思いやりや優しさを身につけ、高齢者は、ふれ合いの中で役割を

見つけ、意欲を高め日常生活の改善や会話の促進がされます。現在、町内に融合施設はないので、世代間交流の方法として、今後、公共施設

整備計画の中で検討していきたいと思います。

②現在、八雲町には32の老人クラブがあり、小・中・高校生と交流する機会は、教育委員会では「お年寄りと子どものつどい」を年間7回、他に

八雲・熊石両地域では、高齢者学級と小学生が参加する「わくわく教室」、小学校に訪問して「むかし遊び（お手玉やあやとりなど）」などで交流

事業をしています。高齢者の方々が、元気で孤独感なく過ごせるように、歩いて行ける距離の範囲に、地域の誰もが気軽に立ち寄れる「地域サ

ロン」が必要と考えています。運営形態はさまざま考えられますが、高齢者も主体的に運営に参加しサロンを訪れる高齢者の孤立防止や介護

予防につなげられます。また、高齢者の社会貢献活動の促進や生きがいづくりにもつながるものと考えています。今後、「地域サロン」を作る際

は、若い皆さんが参加し、昔ながらの遊びをとおして交流できる機会を作ることを考えていきたいと思います。　

　もし保育所と老人ホームを融合することになった場合は一般の人にも伝えてもらえますか？

　保育所と高齢者施設の融合については今後の検討課題になるかと思います。融合施設ができる場合には町民の皆さんにお知らせします。

三田　隆人 議員（野田生中学校2年）

高齢者とのよりよい暮らしと町づくりを

土谷　真優 議員（熊石第二中学校2年）

自然災害に対する備え

答弁）町長

再質問）三田

答弁）保健福祉課長

みた りゅうと

つちや まひろ

　少子高齢化の中、若者への対策として、自由にスポーツができ、

祝日や休日は大会やイベントを行える場所があれば、高齢者も若

者も快適に過ごせ地域の輪も広がるのではないでしょうか。

　八雲町での昨年の国勢調査の結果は5年前と比較し65歳以

上の方が占める割合（高齢化率）が、4.5％増え、0歳～14歳まで

の子どもの人口（年少人口）は1.0％下がり、人数では372人も減

り少子高齢化が進んでいます。八雲町では、全世代に対し色々な

事業や施設の充実を図っており、図書館、温水プールや学校施設

等の改築や改修、文化・スポーツ施設の整備は充実しています。

現在、稼働する公共施設は老朽化が進んでおり新しい施設の計

画が進んだ際は、単独建設は難しいと思いますが、自由なスペース

など考えたいと思います。スポーツは八雲地域では総合体育館、イ

ベントなどは、大人の責任者がいれば、公民館など中高校生も利

用できます。色々な活動を展開し、健康づくりや文化活動に取り組

み八雲町の魅力発信者として活躍してください。

　もし、大会やイベントなどを行えるスペースがあるなら、総合体育

館ではスポーツの種類を増やすことはできますか。

　体育館では卓球、バスケットボールなど、一通りの種目ができま

すのでやりたい競技があればご相談ください。

答弁）教育長

再質問）武部

答弁）体育課長

武部　愛里 議員（八雲中学校1年）

若者にも快適に過ごせる町に

たけべ あいり
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住　 所

東 町

東 町

東 町

出 雲 町

相 生 町

大 新

宮 園 町

立 岩

山 崎

落 部

落 部

熊石折戸町

熊 石 平 町

熊石根崎町

熊石根崎町

凍結修繕業者名

㈲ 佐 藤 設 備

西 谷 試 錐 工 業 ㈱

三 河 設 備 工 業 ㈱

㈱角田配管工業所

㈲ ＢＡＢＡＮＥＮ

㈲ 蜂 谷 工 業

対 馬 設 備

シ バ タ 設 備 機 工

小 出 商 会

㈲ 谷 　 　 藤

ヤ マ ニ 坂 本 商 店

相 沼 配 管 工 業

㈱ 上 杉 建 設

手 塚 工 業

干 場 電 気 商 会

電話番号

６３－２９２４

６３－３２９８

６３－４２０２

６２－２５７８
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０９０－５０７5－2696

６７－２１４８

６７－２０５６
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表
者
名
）
、
電
話
番

号
を
記
載
願
い
ま
す
。
記
載
が
な

い
場
合
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、「
1
│
（
2
）
」
に
該
当

す
る
方
は
事
業
所
名
ま
た
は
学
校

等
の
名
称
を
記
載
願
い
ま
す
。

　

個
人
情
報
は
、
本
件
の
内
部
管

理
に
の
み
使
用
し
ま
す
。
意
見
提

出
お
よ
び
検
討
結
果
の
公
表
に
あ

た
っ
て
は
、
個
人
情
報
を
公
表
す

る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　町民の皆様の声を広く聞き、町民主体の自治を実現することを目的に、

平成22年4月1日に八雲町自治基本条例が制定されました。

　このコーナーでは各種審議会などの委員公募や会議の開催案内、パブリックコメントの実施

についてお知らせします。

　詳しくは、各担当課へ問い合わせていただくか、町のホームページをご覧ください。

八雲町自治基本条例コーナー
八雲町の「まちづくり」に

参加しませんか？

1
．
策
定
の
趣
旨

　

八
雲
町
の
下
水
道
（
農
業
集
落

排
水
を
含
む
）
事
業
は
、
施
設
の

整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
事
業
運
営

も
円
滑
に
行
わ
れ
て
き
て
い
ま
す

が
、
近
年
で
は
、
人
口
減
少
に
よ

る
汚
水
排
出
量
の
減
少
に
よ
り
下

水
道
使
用
料
収
入
が
減
少
し
て
い

る
一
方
、
下
水
道
施
設
の
経
年
劣

化
が
進
み
、
今
後
は
施
設
の
修
繕

や
更
新
に
か
か
る
費
用
が
増
加
し

て
い
く
見
込
み
で
あ
り
、
厳
し
い

経
営
事
情
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
下
水
道
は

快
適
な
日
常
生
活
を
送
る
た
め
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で

あ
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
・

安
定
的
に
事
業
運
営
を
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
長

期
的
な
視
点
に
立
ち
、
計
画
的
か

つ
効
率
的
な
事
業
運
営
を
行
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
八
雲
町
下
水

道
事
業
の
今
後
10
年
間
の
基
本
計

画
と
し
て
、「
八
雲
町
下
水
道
事

業
経
営
戦
略
」
お
よ
び
「
八
雲
町

農
業
集
落
排
水
事
業
経
営
戦
略
」

の
素
案
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

2
．
意
見
の
募
集
期
間

　

1
月
5
日（
木
）〜
2
月
6
日（
月
）

3
．
資
料
の
入
手
方
法

①
次
の
場
所
へ
備
え
付
け

・
八
雲
町
役
場
環
境
水
道
課

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

・
落
部
支
所

②
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

http://w
w

w
.tow

n.yakum
o.lg.jp/

　

m
odules/chosei/content0367.htm

l

4
．
提
出
方
法

①
書
面
の
持
参

（
3
│
①
備
え
付
け
場
所
と
同
様
）

②
郵
送　

〒
0
4
9
│
3
1
9
2

　

八
雲
町
住
初
町
1
3
8
番
地

　

八
雲
町
役
場
環
境
水
道
課
下
水

　

道
管
理
係　

宛

③
フ
ァ
ッ
ク
ス　

④
電
子
メ
ー
ル

　

kan
kyo

u
@

to
w

n
.yaku

m
o.lg.jp

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付

　

け
て
い
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

環
境
水
道
課
下
水
道
管
理
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0

　

5

0
1
3
7
│
62
│
2
1
2
0

1
．
募
集
の
趣
旨

　

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
78
事

八
雲
町
下
水
道
事
業
経
営

戦
略
お
よ
び
八
雲
町
農
業

集
落
排
水
事
業
経
営
戦
略

（
素
案
）
に
つ
い
て

務
事
業
に
つ
い
て
行
政
評
価
を
行

い
、
目
的
や
役
割
、
必
要
性
を
検

証
し
、
町
民
と
職
員
と
の
共
通
認

識
の
も
と
で
、
よ
り
効
率
的
、
効

果
的
な
事
務
事
業
の
執
行
が
行
え

る
よ
う
、
町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

意
見
を
今
後
の
事
務
事
業
の
改
善

に
結
び
つ
け
る
た
め
実
施
し
ま
す
。

2
．
意
見
の
募
集
期
間

　

1
月
5
日（
木
）〜
2
月
6
日（
月
）

3
．
資
料
の
入
手
方
法

①
次
の
場
所
へ
の
備
え
付
け

・
八
雲
町
役
場
行
財
政
改
革
推
進
室

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

・
落
部
支
所

②
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

http://w
w

w
.tow

n.yakum
o.lg.jp/

　

m
odules/chosei/content0367.htm

l

4
．
提
出
方
法

①
書
面
の
持
参
（
3
│
①
備
え
付

　

け
場
所
と
同
様
）

②
郵
送
〒
0
4
9
│
3
1
9
2

　

八
雲
町
住
初
町
1
3
8
番
地　

　

八
雲
町
行
財
政
改
革
推
進
室
推
進
係
宛

③
フ
ァ
ッ
ク
ス 

④
電
子
メ
ー
ル 

　

k
ik

a
k
u
@

to
w

n
.y

a
k
u
m

o
.lg

.jp

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
行
財
政
改
革
推
進
室
推
進
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

　

5

0
1
3
7
│
62
│
2
1
2
0

平
成
28
年
度

行
政
評
価
に
つ
い
て

八雲町自治基本

条例第14条の規

定に基づき、

町民皆様から

広く意見を

公募します

広報 ���  1月号　14



1
．
策
定
の
趣
旨

　

本
計
画
は
、
八
雲
町
に
お
い
て

交
通
安
全
対
策
全
般
に
わ
た
る
総

合
的
か
つ
長
期
的
な
施
策
方
向
を

示
す
も
の
で
す
。

　

北
海
道
の
計
画
見
直
し
に
合
わ

せ
、
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年

度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
、
本

計
画
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

2
．
意
見
の
募
集
期
間

　

1
月
5
日（
木
）〜
2
月
6
日（
月
）

3
．
資
料
の
入
手
方
法

①
次
の
場
所
へ
の
備
え
つ
け

・
八
雲
町
役
場
総
務
課

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

・
落
部
支
所

②
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

http://w
w

w
.tow

n.yakum
o.lg.jp/

　

m
odules/chosei/content0367.htm

l

4
．
提
出
方
法

①
書
面
の
持
参

（
3
│
①
備
え
付
け
場
所
と
同
様
）

②
郵
便

〒
0
4
9
│
3
1
9
2

　

八
雲
町
住
初
町
1
3
8
番
地

　

八
雲
町
総
務
課
庶
務
交
通
係

③
フ
ァ
ッ
ク
ス

④
電
子
メ
ー
ル

　

so
u
m

u
@

to
w

n
.y

ak
u
m

o
.lg.jp

【
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
課
庶
務
交
通
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1

　

5

0
1
3
7
│
62
│
2
1
2
0

1
．
改
正
の
趣
旨

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ

り
、
小
規
模
な
通
所
介
護
事
業
所

（
利
用
定
員
18
人
以
下
）
が
「
地
域

密
着
型
通
所
介
護
」
と
し
て
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
位
置
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
当
該

サ
ー
ビ
ス
の
人
員
・
設
備
・
運
営

基
準
を
定
め
る
た
め
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

2
．
意
見
の
募
集
期
間

　

1
月
5
日（
木
）〜
2
月
6
日（
月
）

3
．
資
料
の
入
手
方
法

①
次
の
場
所
へ
備
え
付
け

・
保
健
福
祉
課

　

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

・
八
雲
町
役
場
住
民
生
活
課

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

・
落
部
支
所

②
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

http://w
w

w
.tow

n.yakum
o.lg.jp/

　

m
odules/chosei/content0367.htm

l

4
．
提
出
方
法

①
書
面
の
持
参

（
3
│
①
備
え
付
け
場
所
と
同
様
）

②
郵
送　

〒
0
4
9
│
3
1
1
7

　

八
雲
町
栄
町
13
番
地
1

　

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内

　

保
健
福
祉
課
宛

③
フ
ァ
ッ
ク
ス

④
電
子
メ
ー
ル　

　

h
o
k
e
n
@

to
w

n
.y

a
k
u
m

o
.lg

.jp

＊
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付

　

け
て
い
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係　

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

　

5

0
1
3
7
│
63
│
4
4
1
1

1
．
改
正
の
趣
旨

　

噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
に
は
、
噴
火
湾
コ
ー

ス
、
パ
ノ
ラ
マ
コ
ー
ス
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
親
子

連
れ
な
ど
が
よ
り
安
全
か
つ
気
軽

に
プ
レ
ー
で
き
る
よ
う
小
学
生
以

下
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ー
ス
の
み
に
利
用
を
限
定
す
る

八
雲
町
交
通
安
全
計
画

（
素
案
）
に
つ
い
て

八
雲
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

条
例
改
正
に
つ
い
て

と
と
も
に
利
用
料
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　

噴
火
湾
コ
ー
ス
と
パ
ノ
ラ
マ

コ
ー
ス
は
、
熟
練
者
の
利
用
が
多

く
、
打
球
速
度
が
速
い
な
ど
危
険

も
あ
る
た
め
、
安
全
面
を
考
慮
し

小
学
生
以
下
の
利
用
を
規
制
し
、

ま
た
、
家
族
連
れ
な
ど
が
よ
り
安

全
、
気
軽
に
短
時
間
で
プ
レ
ー
が

楽
し
め
る
よ
う
新
た
な
利
用
料
を

設
定
し
ま
す
。

（
遊
楽
部
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
及
び

く
ま
い
し
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ

い
て
、
利
用
方
法
の
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
）

2
．
意
見
の
募
集
期
間

　

1
月
5
日（
木
）〜
2
月
6
日（
月
）

3
．
資
料
の
入
手
方
法

①
次
の
場
所
へ
備
え
付
け

・
公
園
緑
地
推
進
室

（
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
内
）

・
八
雲
町
役
場
建
設
課

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

・
落
部
支
所

②
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

http://w
w

w
.tow

n.yakum
o.lg.jp/

　

m
odules/chosei/content0367.htm

l

4
．
提
出
方
法

①
書
面
の
持
参

（
3
│
①
備
え
付
け
場
所
と
同
様
）

②
郵
送　

〒
0
4
9
│
3
1
2
4

　

八
雲
町
浜
松
3
6
8
│
8

　

公
園
緑
地
推
進
室

（
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
パ
ノ

　

ラ
マ
館
内
）
宛

③
フ
ァ
ッ
ク
ス

④
電
子
メ
ー
ル　

　

p
an

oram
a@

tow
n
.yakum

o.lg.jp

＊
電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
け
付

　

け
て
い
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

公
園
緑
地
推
進
室　

（
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
パ
ノ

　

ラ
マ
館
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
65
│
6
0
3
0

　

5

0
1
3
7
│
65
│
6
0
3
1

八
雲
町
指
定
地
域
密
着
型

（
介
護
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
お
よ

び
運
営
に
関
す
る
基
準
等

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

町
民
意
見
の
公
募
結
果

○
八
雲
町
公
共
施
設
等
総
合
管

　

理
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

結　
　

果

…

０
人
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1
．
策
定
の
趣
旨

　

日
本
の
原
子
力
を
含
む
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
は
2
0
1
0
年
で

19
・
9
％
と
な
っ
て
お
り
、
現
状

ほ
と
ん
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を

海
外
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

ま
た
、
自
律
的
に
資
源
を
確
保
す

る
こ
と
が
難
し
い
と
い
っ
た
根
本

的
な
脆
弱
性
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
な
り
う
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
の
も
の
で

2
0
3
5
年
ま
で
に
現
状
よ
り
さ

ら
に
20
％
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

町
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
は
単

に
国
や
都
市
部
の
問
題
と
す
る
の

で
は
な
く
、
地
域
の
生
活
や
経
済

活
動
に
お
い
て
も
大
量
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
消
費
し
て
い
る
現
状
を
鑑

み
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
地
域
レ

ベ
ル
で
も
取
り
組
む
こ
と
が
可
能

な
取
り
組
み
手
法
の
一
つ
と
し
て

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
導

入
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
八
雲
町
で
は
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
向
け

た
基
本
的
な
考
え
と
方
向
性
を
示

す
と
と
も
に
、
地
域
特
性
を
活
か

し
た
導
入
促
進
の
た
め
の
手
法
を

取
り
ま
と
め
た
「
八
雲
町
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

2
．
意
見
の
募
集
期
間

　

1
月
13
日（
金
）〜
2
月
13
日（
月
）

3
．
資
料
の
入
手
方
法

①
次
の
場
所
へ
備
え
付
け

・
八
雲
町
役
場
商
工
観
光
労
政
課

・
熊
石
総
合
支
所
産
業
課

・
落
部
支
所

②
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
http://w

w
w

.tow
n.yakum

o.lg.jp/
　

m
odules/chosei/content0367.htm

l
4
．
提
出
方
法

①
書
面
の
持
参

　

3
│
①
の
場
所
と
同
様

②
郵
送　

〒
0
4
9
│
3
1
9
2

　

八
雲
町
住
初
町
1
3
8
番
地

八
雲
町
役
場
商
工
観
光
労
政
課
宛

③
フ
ァ
ッ
ク
ス　

④
電
子
メ
ー
ル

sh
o
u
k
o
@

to
w

n
.y

ak
u
m

o.lg.jp

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

商
工
観
光
労
政
課
商
工
観
光
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
6

　

5

0
1
3
7
│
62
│
2
1
4
9

　町では平成20年度から、活気あふれる個性豊かなまちづくりを進めるため「ふるさと応援寄附金」を
募集しています。町民皆さまから知友人に寄附制度をＰＲしていただきますようご協力をお願いします。

○八雲町ふるさと応援寄附金の概要
【記念品の贈呈】※町外在住者からのご寄附のみ　　　　　　
　当町では寄附の奨励および町内産業の活性化を目的に、八雲町外に在住で１万円以上の寄附をされ
た方に対し、記念品として町特産品などを贈呈しています。
【優遇内容】

　ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）制度の寄附金控除を受けるには、下記の方法があります。どち
らの方法も寄附金額から2,000円を差し引いた残りの金額が控除されますが、控除額には上限があり、
所得額等により異なります。
　①確定申告
　　寄附した翌年に税務署で確定申告をすることで、寄附金額の一部が所得税および住民税から控除されます。
　②ワンストップ特例制度
　　５団体以内のご寄附で、確定申告の予定がない給与所得者等に限り、寄附先の自治体に申請する
　ことにより、寄附金額の一部が住民税から控除されます。
【八雲町ふるさと応援寄附金申し込み先】

　・八雲町ふるさと応援寄附金のＷＥＢページ
   　http://www.town.yakumo.lg.jp/modules/fund/content0005.html
　・寄附金ポータルサイト　さとふる　八雲町WEBページ
　　http://satofull.jp/town-yakumo-hokkaido/

八雲町出身者や八雲町に
ゆかりのある方へ

八雲町ふるさと応援寄附金（ふるさと納税）制度について

八雲町QR さとふるQR

【問い合わせ先】企画振興課企画係　☎0137－62－2300

八
雲
町
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
促
進
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
に

つ
い
て

◆平成28年12月19日現在寄附金額 759，862，000円

広報 ���  1月号　16



　

町
が
導
入
を
予
定
し
て
い
る
、

小
中
一
貫
教
育
及
び
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
学
校

運
営
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　

北
海
道
土
産
と
し
て
有
名
な
木

彫
り
熊
。
そ
の
発
祥
地
で
あ
る
八

雲
の
木
彫
り
熊
に
つ
い
て
、
歴
史

や
彫
り
方
の
特
徴
な
ど
実
物
の
木

彫
り
熊
を
用
い
て
解
説
し
ま
す
。

 
八
雲
地
域
開
墾
の
中
心
と
な
っ

た
尾
張
徳
川
家
と
の
関
わ
り
を
簡

単
に
解
説
し
ま
す
。

 

ご
み
の
分
別
、
出
し
方
、
廃
小

型
家
電
、
廃
食
用
油
や
古
着
の
拠

点
回
収
、
資
源
ご
み
集
団
回
収
活

動
助
成
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
助

成
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

思
わ
ぬ
事
故
や
災
害
に
よ
る
ケ

ガ
を
し
た
方
や
急
病
に
な
っ
た
方

へ
の
応
急
手
当
、
突
然
心
肺
停
止

に
な
っ
た
方
に
救
急
車
到
着
ま
で

最
低
限
の
救
命
処
置
（
心
肺
蘇
生

法
等
）
が
救
命
率
の
向
上
に
つ
な

が
る
重
要
性
に
つ
い
て
実
技
を
交

え
て
説
明
し
ま
す
。

　

一
般
住
宅
に
お
け
る
出
火
原
因

に
つ
い
て
、
ま
た
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
に
よ
る
効
果
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
防
災

に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

・
多
様
な
災
害
に
つ
い
て
（
30

分
）

・
津
波
に
つ
い
て
（
30

分
）　

・
机
上
訓
練
（
図
上
訓
練
）
の
実

　

施
（
60

分
）

　

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機
能
で
の

「
北
海
道
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
」

や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

（
a
u
）
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
携

帯
電
話
で
、
町
か
ら
の
避
難
勧
告

等
の
情
報
を
受
信
す
る
こ
と
が
で

き
る
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
際
、
自
力
で

避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢

者
、
障
が
い
者
等
の
「
災
害
時
要

援
護
者
」
に
つ
い
て
、
町
内
会
で

で
き
る
避
難
支
援
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

町
が
実
施
し
て
い
る
検
診
や
健

康
づ
く
り
教
室
、
生
活
習
慣
病
予

防
の
た
め
の
健
康
法
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

方
策
の
一
つ
と
し
て
、
町
民
の
皆

さ
ま
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
ご
意
見
、
ご
提
案
を
ま

ち
づ
く
り
施
策
に
反
映
す
る
た
め

に
、
出
前
説
明
会
を
実
施
し
ま

す
。
各
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
総

会
、
会
合
の
場
に
町
職
員
が
出
向

い
て
説
明
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
呼
び
く
だ
さ
い
。

※
希
望
の
日
時
、
会
場
、
参
加
予

　

定
人
数
、
説
明
会
テ
ー
マ
を
事

　

前

に

お

知

ら

せ

く

だ

さ

い

（
テ
ー
マ
は
、
複
数
選
択
ま
た
は

　

下
記
以
外
の
テ
ー
マ
で
も
可
）
。

【
時
間
】
所
要
時
間
は
、
相
談
に

　

応
じ
ま
す
が
、
最
長
2
時
間
程

　

度
と
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
企
画
振
興
課
協
働
推
進
係

　

☎
０
１
３
７
│
62
│
２
３
０
０

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
０
１
３
9
8
│
2
│
3
1
1
1

　

ま
ち
の
憲
法
と
も
呼
ば
れ
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
、
基
本
原

則
、
町
民
・
議
会
・
行
政
の
あ
り

方
、
町
民
参
加
な
ど
具
体
的
な

ル
ー
ル
を
定
め
る
自
治
基
本
条
例

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
の
交

付
金
額
の
算
定
基
準
や
申
請
方
法

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

社
会
を
担
う
次
世
代
の
た
め

に
、
男
性
・
子
ど
も
の
男
女
共
同

参
画
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
や

全
て
の
分
野
に
お
け
る
政
策
・
方

針
決
定
へ
の
女
性
参
画
等
を
重
視

し
て
策
定
さ
れ
た
第
2
次
八
雲
町

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
趣

旨
や
推
進
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。  

　

平
成
28

年
1
月
か
ら
利
用
が
始

ま
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

出前説明会を
実施します

お気軽にお呼びください

自
治
基
本
条
例
と
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

テーマ
1

木
彫
り
熊
誕
生
秘
話

テーマ
6

小
中
一
貫
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

テーマ
5

火
災
予
防
に
つ
い
て

テーマ
10

生
活
習
慣
病
予
防
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

テーマ
14

「
災
害
時
要
援
護
者
」
の

避
難
支
援
対
策
に
つ
い
て

テーマ
13

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

に
つ
い
て

テーマ
2

尾
張
徳
川
家
と
八
雲
町
の

関
係
に
つ
い
て

テーマ
7

ご
み
の
分
別
と

　
　
　

資
源
リ
サ
イ
ク
ル

テーマ
8

心
肺
蘇
生
法
の

　
　
　

重
要
性
に
つ
い
て

テーマ
9

八
雲
町
男
女
共
同
参
画
の

推
進
に
つ
い
て

テーマ
3

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

テーマ
4

自
然
災
害
か
ら

　
　
　

身
を
守
る
た
め
に

テーマ
11

携
帯
電
話
メ
ー
ル
機
能
に
よ
る

「
北
海
道
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
」

と
「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」
の
受
信

登
録
に
つ
い
て

テーマ
12
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認
知
症
の
方
々
や
そ
の
家
族
を

温
か
く
見
守
る
応
援
者
が
地
域
に

増
え
る
こ
と
を
目
的
に
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
、

認
知
症
に
関
す
る
知
識
や
支
援
方

法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
受
講

さ
れ
た
方
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
に
認
定
さ
れ
、
目
印
で
あ
る

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
配
布
し
ま

す
。

　

高
齢
者
が
「
金
銭
の
管
理
が
大

変
に
な
っ
て
き
た
」
、
「
訪
問
販

売
の
被
害
に
あ
っ
た
」
、
「
虐
待

の
可
能
性
が
あ
る
」
な
ど
、
判
断

能
力
が
低
下
し
て
き
た
と
き
に
利

用
で
き
る
制
度
や
S
O
S
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

  　

自
宅
で
具
合
が
悪
く
な
り
、
救

急
車
を
呼
ぶ
「
も
し
も
」
の
と
き

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め

配
付
し
て
い
る
「
や
く
も
安
心

キ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　

足
腰
の
筋
力
低
下
を
防
ぐ
な

ど
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
、
介
護
予
防
の
知
識
を

講
話
や
実
技
を
交
え
て
説
明
し
ま

す
。

　

介
護
保
険
制
度
（
仕
組
み
、
要

介
護
認
定
申
請
か
ら
サ
ー
ビ
ス
利

用
ま
で
の
流
れ
、
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
）
お
よ
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
の
疑
問
点
や

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
現
代
社

会
。
図
書
館
に
あ
る
様
々
な
資
料

を
元
に
、
「
調
べ
る
」
「
学
ぶ
」

た
め
に
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
か
の
か
説
明
し
ま
す
。

　

総
合
病
院
が
も
っ
て
い
る
医
療

に
関
す
る
知
識
や
技
術
力
（
薬
・

食
事
・
検
査
・
リ
ハ
ビ
リ
・
レ
ン

ト
ゲ
ン
に
関
す
る
こ
と
な
ど
）
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　

町
民
の
意
見
を
積
極
的
に
聴
取

す
る
特
定
事
務
事
業
を
行
財
政
改

革
懇
話
会
で
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
担
当
課
が
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

《
特
定
事
務
事
業
》　

№
1
．
畜
産
振
興
事
業

　
　
　

（
北
里
八
雲
牛
生
産
拡
大

　
　
　
　

支
援
事
業
）

№
2
．
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

補
助
事
業

№
3
．
江
差
八
雲
間
バ
ス
路
線

運
行
維
持
事
業

№
4
．
浄
化
槽
設
置
整
備助

成
事
業

№
5
．
介
護
予
防一

般
高
齢
者
事
業

№
6
．
子
ど
も
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

№
7
．
熊
石
地
域
学
校
開
放
事
業

№
8
．
地
域
お
こ
し
協
力
隊

設
置
事
業

№
9
．
渡
島
・
檜
山
地
方
税
滞
納

　
　
　

整
理
機
構
負
担
金
事
業

№
10

．
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

奨
励
事
業

高
齢
者
の
権
利
を
ま
も
る

制
度
に
つ
い
て

テーマ
16

安
心
は
冷
蔵
庫
か
ら

や
く
も
安
心
キ
ッ
ト
に
つ
い
て

テーマ
17

行
政
評
価
に
つ
い
て

テーマ
22

認
知
症
に
つ
い
て
〜
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

テーマ
15

介
護
予
防
、
介
護
の
知
識

に
つ
い
て

テーマ
18

八
雲
総
合
病
院
の
情
報
を

発
信
し
ま
す

テーマ
21

介
護
保
険
制
度
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

テーマ
19

暮
ら
し
に
役
立
つ
図
書
館

テーマ
20

　

八
雲
町
で
は
、
除
雪
ド
ー
ザ

（
11

t
級
）
お
よ
び
ロ
ー
タ
リ
ー

装
置
を
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売

り
払
い
し
ま
す
。
参
加
条
件
等
は

次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
希
望
す

る
方
は
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
書
等
は
書
類
備
付
場

所
お
よ
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

【
売
払
い
車
両
】

①
除
雪
ド
ー
ザ
（
11

t
級
）

（
平
成
11

年
11

月
初
年
度
登
録
）

・
メ
ー
カ
ー
：
Ｔ
Ｃ
Ｍ

・
車
検
満
了
日
：

　

平
成
29

年
12

月
6
日

・
乗
車
定
員
：
2
名

・
走
行
距
離
：
7
5
，
0
5
8
㎞

　
　
　

（
12

月
20

日
現
在
）

・
ア
ワ
ー
メ
ー
タ
ー
：

　

7
，
5
7
8
時
間

②
ロ
ー
タ
リ
ー
装
置（
N
R
T
5
S
）

（
平
成
5
年
11

月
購
入
）

・
メ
ー
カ
ー
：

　

㈱
日
本
除
雪
機
製
作
所

・
ア
ワ
ー
メ
ー
タ
ー
：

　

3
，
7
2
0
時
間

※
①
の
除
雪
ド
ー
ザ
に
は
装
着
で

　

き
ま
せ
ん
。

【
入
札
参
加
資
格
者
】

　

平
成
28

年
12

月
26

日
現
在
で
八

雲
町
に
住
民
登
録
が
あ
る
個
人
ま

た
は
町
内
に
営
業
所
等
が
あ
る
法

人
で
、
基
本
的
に
町
税
に
滞
納
が

な
け
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。

【
予
定
価
格
】

　

落
札
者
決
定
後
に
公
表

【
受
付
期
間
】　

　

12

月
26

日
（
月
）
〜1

月
13

日
（
金
）

【
車
両
公
開
】

　

1
月
11

日
（
水
）
〜
13

日
（
金
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

【
入
札
お
よ
び
開
札
】

　

1
月
23

日　

午
前
10

時　

　

八
雲
町
熊
石
総
合
支
所　

　
　
　
　

第
1
会
議
室
（
2
階
）

【
車
両
引
渡
日
】

　

1
月
31

日
（
火
）
ま
で
に
完
了

【
入
札
結
果
の
公
表
】

　

入
札
結
果
（
物
件
、
金
額
、
氏

名
等
）
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま
す
。

【
申
請
書
類
の
入
手
場
所
】

　

八
雲
町
役
場
、
八
雲
町
熊
石
総

合
支
所
、
落
部
支
所
も
し
く
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

熊
石
総
合
支
所　

　

地
域
振
興
課
建
設
管
理
係

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

除
雪
ド
ー
ザ
お
よ
び
ロ
ー
タ
リ
ー
装
置
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

売
り
払
い
の
お
知
ら
せ
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※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※風呂場の有無欄に有とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□詳しくは、建設課管理係または熊石総合支所地域振興課までお問い合わせください。
□申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに1月16日（月）までに、町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、
　町営住宅入居申込書及び個人情報の収集に関する同意書を提出してください。

【熊石地域】

【八雲地域】

町営住宅入居者募集

13,200円 19,600円～S54 1 有１棟6戸2階建 3DK 65.79G野田生団地（野田生463－1）

団  地  名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家  賃 風呂場の有無

団  地  名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 風呂場の有無家  賃

折戸団地（熊石折戸町52）

相沼団地（熊石相沼町387）

平団地（熊石平町177）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町180－4）

雲石団地（熊石雲石町224）

鳴神団地（熊石鳴神町215）

H13

S56

S62

S57

Ｓ63

Ｈ５

H5

Ｈ6

H8

S61

1

１

1

1

1

1

3

2

1

1

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 71.14G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LDK 68.79G

１棟6戸重ね建（2Ｆ） 3LDK 70.53G

１棟6戸重ね建（2F） 3LＤＫ 68.79G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 68.16G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LDK 59.24G

１棟１０戸重ね建（２Ｆ・3F） 3LDK 70.99G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ・2F） 3LDK 73.44G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 3LDK 75.01G

１棟6戸重ね建（1Ｆ） 3LDK 70.53G

19,800円

14,500円

14,900円

14,200円

14,400円

16,800円

20,100円

21,100円

22,100円

15,000円

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

88,300円

31,500円

35,500円

32,700円

33,700円

36,500円

42,900円

49,000円

59,500円

35,600円

●
町
内
活
動
団
体
デ
ー
タ

　

ベ
ー
ス
作
成
の
趣
旨

　

町
内
で
は
数
多
く
の
各
種
団
体

が
活
動
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
団
体

の
情
報
を
共
有
し
、
町
民
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の

一
つ
の
手
段
と
し
て
、
町
内
活
動

団
体
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成

し
ま
し
た
。

●
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
可
能

　

な
団
体
に
つ
い
て

　

現
在
、
町
内
で
継
続
的
に
活
動

を
行
っ
て
い
る
会
、
ク
ラ
ブ
、

サ
ー
ク
ル
、
チ
ー
ム
な
ど
の
団

体
。
た
だ
し
、
一
回
限
り
の
イ
ベ

ン
ト
を
主
催
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
た
実
行
委
員
会
な
ど
は
除
く
。

【
登
録
数
】

　

１
５
７
団
体
（
12
月
4
日
現
在
）

●
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
使
用
例 

⑴
町
内
で
団
体
活
動
を
行
っ
て
い

　

る
方

・
他
の
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
参

　

考
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
他
の
団
体
を
知
り
、
連
携
し
て

　

活
動
す
る
こ
と
で
活
動
の
幅
や

　

範
囲
を
広
げ
ら
れ
ま
す
。

⑵
団
体
に
入
っ
て
活
動
し
た
い
方

・
町
内
で
活
動
し
て
い
る
団
体
を

　

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
参
加
し
て
み
た
い
団
体
の
連
絡

　

方
法
を
確
認
で
き
ま
す
。

●
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
確
認
方
法

　

に
つ
い
て

⑴
冊
子
【
詳
細
版
】

　

閲
覧
用
と
し
て
、
分
野
ご
と
に

団
体
の
詳
細
情
報
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
冊
子
は
次
の
施
設
に
設

置
。
（
役
場
企
画
振
興
課
、
公
民

館
、
図
書
館
、
体
育
館
、
シ
ル

バ
ー
プ
ラ
ザ
、
落
部
支
所
、
熊
石

総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
熊
石
教

育
事
務
所
）

⑵
冊
子
【
概
要
版
】

　

配
付
用
と
し
て
分
野
ご
と
に
団

体
の
名
称
や
連
絡
先
、
活
動
内
容

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

⑴
の
【
詳
細
版
】
と
同
じ
公
共

施
設
に
設
置
。

⑶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
分
野
、
五

十
音
順
に
索
引
可
能
な
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
掲
載
し
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
.to

w
n
.yaku

m
o.lg.

jp
/m

o
d
u
le

s/c
h
o
se

i/in
d
e
x
.

p
h
p
?cat_id

=
92

●
登
録
団
体
募
集
中
！
デ
ー
タ

　

ベ
ー
ス
へ
の
登
録
方
法

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
録
し
た
い

団
体
は
、
随
時
追
加
し
ま
す
。

「
町
内
活
動
団
体
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

登
録
申
請
書
」
を
次
の
受
付
窓
口

ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。

【
申
請
書
設
置
及
び
受
付
窓
口
】

　

企
画
振
興
課
、
熊
石
総
合
支
所

地
域
振
興
課
、
落
部
支
所

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
請

　

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

●
留
意
事
項

⑴
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
情
報
は
平
成
28
年
12
月

4
日
現
在
の
も
の
で
す
。

⑵
情
報
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

利
用
者
各
自
の
責
任
に
お
い

て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

⑶
電
話
で
団
体
に
連
絡
す
る
際

は
、
時
間
帯
等
、
団
体
先
に
迷
惑

が
か
か
ら
な
い
よ
う
配
慮
願
い

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
振
興
課
協
働
推
進
係　
　

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

町内活動団体
データベースの
公表について
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【
会
場
】
道
立
公
園
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

●
前
夜
祭

【
日
時
】
2
月
4
日（
土
）
午
後
5
時
〜
8
時

【
内
容
】

　

「
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
」
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
ガ
ー
ル
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
八
雲
高
校

吹
奏
楽
局
演
奏
会
、
バ
ン
ド
演
奏
、
ミ
ニ
花
火

大
会
、
ワ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯　

な
ど

※
氷
の
す
べ
り
台
は
、
午
後
1
時
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

●
本
祭

【
日
時
】
2
月
5
日
（
日
）
午
前
9

時
45

分
〜
午
後
3
時

【
催
し
コ
ー
ナ
ー
】

　

氷
の
す
べ
り
台
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
「
白
熊
号
」
、
雪
中
駅
伝
大
会
、

八
雲
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
会
、
航
空
自
衛
隊
北
部
航
空
音
楽
隊
演
奏

会
、
ビ
ン
ゴ
大
会
、
餅
ま
き　

な
ど

【
会
場
ブ
ー
ス
】

　

町
民
雪
像
、
お
楽
し
み
ゲ
ー
ム
大
会
、
各
種
バ
ザ
ー　

な
ど

【
そ
の
他
】

　

前
夜
祭
、
本
祭
と
も
、
会
場
と
八
雲
市
街
地
を
往
復
す
る
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

※
『
前
夜
祭
』
、『
本
祭
』
の
詳
し
い
内
容
は
、
新
聞
の
折
込
チ
ラ
シ
で
お

　

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
さ
む
い
べ
や
祭
り
実
行
委
員
会（
八
雲
町
公
民
館
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
63

│
3
1
3
1

　

か
っ
こ
い
い
雪
像
や
お
も
し
ろ
い
雪
像
な
ど
、
家
族
や
友
達
と
雪
像

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
参
加
賞
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
作
成
期
間
】
1
月
28

日（
土
）〜
2
月
4
日（
土
）

　

午
前
10

時
〜
午
後
9
時

【
場
所
】
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク　

パ
ノ
ラ
マ
館
正
面

【
参
加
費
】
無
料　

1
チ
ー
ム
2
〜
5
人
程
度
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】

　

公
民
館
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
1
月
25

日
（
水
）
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
製
作
に
つ
い
て
】

・
主
催
者
で
雪
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
意
し
ま
す
。

　

（
幅
90
㎝
×
奥
90
㎝
×
高
さ
1
8
0
㎝
程
度
）

・
製
作
は
必
ず
大
人
が
同
伴
し
、
ス
コ
ッ
プ
等
の
用
具
は
各
自
で
用
意

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
さ
む
い
べ
や
祭
り
実
行
委
員
会（
八
雲
町
公
民
館
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
63

│
3
1
3
1

昨年の様子

北海道日本ハム

ファイターズ

ファイターズガール
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INFORMATION  YAKUMO

　無料ロープトウがありファミリーで楽しめるスキー場で

す！お帰りの際は「長万部温泉郷」でゆったりおくつろぎく

ださい！

【リフト（ロープトウ）運行時間】

・火～金曜日　　　　…午後5時～午後9時

・土、日曜日、祝日　…午前9時～午後9時

※月曜日は運休しますので、ご了承ください。

【温泉日帰り入浴料金】400～500円

【問い合わせ先】長万部町教育委員会 ☎01377－2－2748

長万部

【特別開催予定（月1回）】・初場所／1月21日（土）・如月場

所／2月18日（土）・弥生場所／3月18日（土）

【場所・時間】ふれあい市場（温泉ホテルきたひやま横）、

午後2時～2時30分まで

【問い合わせ先】せたな町役場まちづくり推進課 ☎0137－84－5111

　弱アルカリ性温泉で、冷え性、神経痛、火傷などに効き目

があります。美肌効果もある成分も含まれているそうです。

【場所】瀬棚区本町（旧国鉄瀬棚駅跡地）

【営業時間】午前10時～午後9時まで　※第1・3月曜日定休

【入浴料】大人400円、中人140円、小人70円

【問い合わせ先】やすらぎ館　☎0137－87－3840

　日頃のご愛顧に感謝をこめて「忘・新年会特別プラン」を

ご用意。温泉に入りのんびり気分で大宴会！身も心もリフ

レッシュしませんか？

【場所】せたな町大成区貝取澗388番地

【宿泊料（税込）】大人8,500円、小学生6,590円、

　　　　　　　　幼児1,800円（寝具のご利用のみ）

【問い合わせ先】国民宿舎あわび山荘 ☎01398－4－5522

せたな

北檜山区
冬期間は３月まで月１回の特別開催

ふれあい市場

　今金生まれの酒造好適米「吟風」を精米歩合55％まで研磨

し、「後志利別川」伏流水、倶知安町「二世古酒造」最上級

の酵母で寒中ゆっくり醸造したこだわりの一品。

【価格】

・「純米吟醸酒 今金」720㎖:1,697円 / 1.8ℓ:2,725円

・「特別本醸造酒 万太郎」720㎖:1,388円/1.8ℓ:2,418円

・「特別本醸造酒 今金彗星16度」720㎖:1,388円/1.8ℓ:2,418円

【販売先】今金町内の各酒販店

【問い合わせ先】

　今金地酒の会（Ａコープいまかね店）☎0137－82－0851

今　金
大好評発売中Y

今金産米こだわりの地酒

12月下旬オープン予定

長万部町営スキー場

瀬 棚 区

大 成 区

公営温泉浴場 やすらぎ館

10人以上でカラオケ無料

あわび山荘

ネットワーク

○企画展

北海道新幹線開業記念
大鉄道写真展─八雲展

　北海道新幹線開業記念としてJRタワー

で開催された、鉄道とその周辺を入れ込

んだ写真のコンテストで選定された90点

の作品をお借りして展示します。

【展示期間】12月20日（火）～

　　　　　　　　平成29年3月5日（日）

【展示場所】

　八雲町郷土資料館・木彫り熊資料館

【休館日】

　月曜日・祝日・12月29日～1月5日

【入館料】無料

【協力】札幌駅総合開発株式会社

【後援】

　・北海道新幹線建設促進八雲期成会

　・八雲町

縄文文化体験学習
　縄文時代のアクセサリー、勾玉作りを

開催します。

【実施日時】平成29年1月7日（土）

　　　　　　　　　午前9時～11時30分

【実施場所】八雲町公民館 実習室

【募集対象】町内の小学生

　（1～3年生は、なるべく保護者同伴）

【募集人員】20名

【参加費】1人200円（材料代等）

【募集方法】1月6日（金）までに、郷土資

料館に参加費と参加申込書を持参する　

か、電話でお申し込みください。

郷土資料館事業の
お知らせ

【問い合わせ先】

八雲町郷土資料館　☎0137－63－3131

　防災の決意を新たに、新春の門出を飾

る消防出初式が、次のとおり挙行されます。

【日時】1月6日（金）午後1時30分

【場所】八雲町総合保健福祉施設　

　　　　シルバープラザ

八雲町消防出初式平成

29年
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赤い羽根チャリティー演芸会
地球を支える絆に感謝Y

　11月20日、「赤い羽根チャリティー演芸会」がふ

れあい交流センターくまいし館で開催されました。熊

石地区共同募金委員会では、歌や踊りをとおしてみん

なで楽しみながら、共同募金への理解を広げてもらお

うと毎年実施しています。演芸会では、熊石町内会連

絡協議会やボランティア協議会、老人クラブ連合会の

ほか、熊石高齢者ダンスサークルによる歌や踊りが披

露され、来場者約120人が一体となって心ゆくまで楽

しみました。

　11月26日、落部小学校にて落部スポーツクラブ

主催の第10回子どもスポーツクラブ祭りが開催さ

れ、約40名の児童が参加しました。このイベント

は地元のスポーツクラブ運営委員、小中学生、学

校の先生などが協力・運営しており、地域で交流

しながらスポーツを楽しむイベントとして縄跳

び、カローリングなど、6種目の競技が行われまし

た。団体では、この他にも歩くスキ―などさまざ

まなスポーツイベントを行っており、地域一体と

なって子ども達を育んでいます。

第10回子どもスポーツ祭り
開催

元気いっぱいY

　12月10日、公民館にて第33回お年寄りと子ども

の集いの「もちつき大会」が行われ、子どもと大人

合わせて39人が参加しました。この集いは、お年

寄りが子どもからエネルギーをもらい、知恵や経験

などを伝え、子どもはお年寄りとのふれあいを通し

てさまざまな体験を学ぶ場となっています。この日

は遊楽部学園やレディースネットなどの団体が子ど

も達とともに、もちつきを行い、大福・きなこも

ち・雑煮作りを一緒に行いました。

　子ども達は、周りの大人に教えてもらいながら、

もちつきや料理を行い、できあがったばかりのおも

ちをほおばっていました。

第33回
お年寄りと子どもの集い

みんなでおもち料理Y

　12月3日、町民センターにて子ども達が日頃の練習の

成果を発表するキッズパフォーマンスが行われました。

子ども達総勢約160人が、太鼓やヒップホップ、舞踊、

ピアノ、バレエなど、日頃練習する演技を披露し、最後

には、赤鼻のトナカイを全員で歌いクリスマスムードを

盛り上げました。また、司会から裏方までスタッフは八

雲高校の生徒が行い、後輩や仲間たちの頑張りを見守り、

一緒にイベントを楽しみました。

キッズパフォーマンス

うまくできるかな？日頃練習した成果を発表Y

ReportYakumo
リポート やくも

まちのわだい
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■
本
欄
を
ご
覧
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
、
個
人

的
に
は
特
筆
す
べ
き
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
今
年
一

年
こ
そ
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
私
に
と
っ
て
も
幸
が
多
く
訪
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り

し
て
お
り
ま
す
。

■
さ
て
、
平
穏
な
日
常
生
活
を
送
る
限
り
は
、
弁
護
士
に
会
い
に
行
こ
う
な
ど
と
は
ゆ

め
ゆ
め
思
い
ま
せ
ん
が
、
交
通
事
故
や
離
婚
問
題
等
、
何
か
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た
時

に
は
、
す
ぐ
に
で
も
弁
護
士
に
相
談
し
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
は
そ
ん
な
時
の
た
め
に
、
八
雲
周
辺
の
弁
護
士
と
会
え
る
場
所
に
つ
い
て
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

■
ま
ず
、
八
雲
周
辺
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
手
前
味
噌
に
な
り
ま
す

が
、
当
事
務
所
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
私
と
も
う
一
名
の
弁
護
士
が
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
同
様
に
、
熊
石
等
、
江
差
周
辺
で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
法

テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
同
所
の
弁
護
士
が
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

■
さ
ら
に
、
今
月
か
ら
、
昨
年
ま
で
当
事
務
所
の
代
表
を
し
て
お
り
ま
し
た
小
林
佑
輔

弁
護
士
が
、
八
雲
で
新
た
に
「
弁
護
士
法
人
ゆ
め
か
な
え
法
律
事
務
所
八
雲
事
務
所
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
の
で
、
八
雲
周
辺
で
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
こ
ち
ら
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
て
も
、
弁
護
士
と
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
ま
た
、
近
場
の
弁
護
士
に
相
談
に
行
く
の
を
何
と
な
く
躊
躇
さ
れ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
函
館
弁
護
士
会
が
毎
月
第
二
、
第

四
金
曜
日
に
、
は
ぴ
あ
八
雲
で
行
っ
て
い
る
出
張
相
談
を
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、

函
館
の
弁
護
士
に
相
談
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
ち
ら
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
函
館
弁
護
士
会（
1

0
1
3
8
│
41
│
0
2
3
2
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
以
上
、
色
々
と
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
年
一
年
間
、
皆
さ
ま
が
弁
護
士
を
必
要
と

し
な
い
平
穏
な
一
年
を
過
ご
せ
る
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

■
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
で
は
、
諸
々
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
ご
相
談
も
承
っ
て

い
ま
す
。
も
し
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
1

0
5
0
│
3
3
8
3
│

8
3
6
6
ま
で
お
気
軽
に
ご
予
約
の
お
電
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
法
テ
ラ
ス

江
差
法
律
事
務
所
（
1

0
5
0
│
3
3
8
3
│
5
5
6
3
）
」
で
も
、
ご
相
談
を
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.

55

弁
護
士
は
ど
こ
に
い
る
？

八雲警察署からお知らせ

緊急通報は110番、相談電話は「#9110」にY

　110番は、緊急の事件・事故などを、いち早く

警察へ通報するための緊急電話です。

　110番に出た警察官が、事件・事故の内容に基

づいて必要な事項を質問します。慌てず落ち着

いて正しく答えてください。警察官が早く現場

に到着できるよう、その場所の住所や付近の目

標となる建物などを正しく伝えてください。

　携帯電話で110番する場合、車で移動しながら

の通報や歩きながらの通報は通話が途切れるこ

とがありますので控えてください。また、車を

運転しながらの通報は法令違反となる場合があ

りますので、車を安全な場所に停止して通報を

してください。

　メール110番は、耳や言葉の不自由な方が携帯

電話のＥメール機能を利用して緊急通報するシ

ステムです。通報するときに①事件・事故の内

容、②住所や目標となる建物、③メールアドレ

スを正しく入力してください。

【各種連絡先】

・緊急の事件・事故などを、いち早く警察へ通

　報する場合…電話110番、メール110番

※メール110番は、携帯電話から北海道警察の

ホームページに接続し、「聴覚障害者等緊急

メール通報」を選択、画面表示に従い必要事

項を選択または入力し、最後に送信ボタンを

押すと北海道警察本部通信指令室にメールが

届きます。

・緊急の対応を必要としない遺失物・拾得物の

　届出、諸手続に関する照会など…

　最寄りの警察署、交番・駐在所の電話

・相談や警察業務に関する意見・要望…

　警察相談専用電話　短縮ダイヤル［＃9110］

・ダイヤル回線電話、ＩＰ電話等で短縮ダイヤ

　ルが利用できない場合

　北海道警察本部・・・・☎011－241－9110

　函館方面本部・・・・・☎0138－51－9110

【問い合わせ先】　函館方面八雲警察署　10137－64－2110

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

伊
藤　

裕
樹

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）
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お
知
ら
せ

　
○
落
合
好
文　

様
（
大
新
）

　

山
林
2
筆　

1
4
，
6
8
7
㎡

○
八
雲
総
合
病
院　
　
　

　

12
月
30
日
、
31
日
、

　

1
月
1
日
、
2
日
、
3
日
、

　
　
　

8
日
、
9
日
、
15
日
、

　
　
　

22
日
、
29
日

　

2
月
5
日
、
11
日
、
12
日
、

　
　
　

19
日

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
1
8
5

・
八
雲
総
合
病
院

　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

●
年
末
年
始
に
お
け
る

　
　
　
　

火
災
予
防
に
つ
い
て

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
年

末
年
始
は
例
年
火
災
が
多
発
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
出
火
原
因
の

多
く
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
不

始
末
や
不
注
意
に
よ
っ
て
起
き
て

い
ま
す
の
で
、
か
け
が
え
の
な
い

生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
も
、

お
出
か
け
前
や
お
休
み
前
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
火
の
元
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
火
災　

い
の
ち
を
守
る　

　

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
3
つ
の
習
慣
】

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

　

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

　

れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
4
つ
の
対
策
】

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

　

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防

　

ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

　

す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

　

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

　

置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

　

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

　

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
消
防
署
予
防
第
1
・
2
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
6
8
6

・
熊
石
消
防
署
予
防
係

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
3
9
3

　

1
月
13
日
（
金
）
、
27
日
（
金
）

午
後
1
時
〜
4
時
（
相
談
30
分
）

※
午
後
3
時
ま
で
に
新
た
な
受
付

　

が
な
い
場
合
は
終
了
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

※
予
約
制
・
先
着
順

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

函
館
弁
護
士
会

　

☎
0
1
3
8
│
41
│
0
2
3
2

町
へ
の
寄
附

日
曜
・
休
日
当
番
医

INFORMATION

情報
くらしの

町
の
花

ひ
ま
わ
り

献
血
車
ひ
ま
わ
り
号

　
　
　
　

1
月
11
日
（
水
）

消
防
本
部
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

不用品交換コーナー

・天井取付用蛍光灯器具
　①70W ②100W（リモコン付）
　③58W（スリム蛍光灯）④15W（直管壁付用）
・ジグソーパズル（1,000～2,000ピース）
・カーペット　・ベビー用歩行器

ゆずります

・カーテン　・カラーボックス
・カップボード（食器棚）　・タンス
・CDラジカセ（持ち運び用）

ゆずってください

これまでの成立件数 53件

これまでの成立件数 29件

【申請方法】企画振興課、熊石総合支所住民サービス課、
落部支所にて申請書を備え付けていますので、手続きを
行ってください。
※町ホームページからも簡易登録申請が可能です。

【問い合わせ先】
企画振興課協働推進係　☎0137－62－2300

12月10日時点

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　
　
　

無
料
法
律
相
談

相　
　

談

　次の方を対象に狩猟に係わる経費に対し補助金

を交付します。詳細は、広報やくも8月号19ペー

ジをご覧ください。

【対象者】次の全てに該当する方

・町内に住所を有し町税等を滞納していない方

・新たに狩猟免許等を取得して狩猟登者登録を受

　けた方

・北海道猟友会八雲支部に所属し、登録を受けた

　翌年度から５年間、町から有害鳥獣の捕獲活動

　に従事する要請があった場合に従事できる方

【補助率】10／10　※25万円上限

【対象経費】①狩猟免許取得関連

　　　　　　②銃砲所持許可取得関連

　　　　　　③銃砲装備関連経費

【問い合わせ先】

　農林課林業係　☎0137－62－2203

狩猟免許等の
取得支援について
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タイヤ・ホイール・バッテリー・自動車用品

【営業時間】８：3０～１８：００

【定 休 日】日曜・祝祭日

　八雲町末広町６３ TEL.０１３７－６２－２５０８

有限会社 中村タイヤ
出張パンク修理OK

クレジットカード

使えます！

〈
広
告
〉

魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
」
と
「
会

社
の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
す
る

ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、
具
体
的

で
即
効
性
の
あ
る
手
法
な
ど
を
紹

介
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
ま
た
、

個
別
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。　
　

　

詳
細
は
渡
島
総
合
振
興
局
商
工

労
働
観
光
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w
w
.o
sh
im

a
.p
re
f.h

o
k

k
a
id
o
.lg

.jp
/ss/srk

/in
d
e
x
.h
tm

【
日
時
】

　

1
月
19
日
（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
〜

【
場
所
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
キ
ャ
リ
ア
バ
ン
ク
株
式
会
社
函

　

館
支
店

　

☎
0
1
3
8
│
55
│
2
0
0
1

○
狩
猟
免
許
試
験

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
等
の

被
害
で
お
困
り
の
方
や
、
狩
猟
に

興
味
の
あ
る
方
な
ど
、
狩
猟
免
許

を
取
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
試
験
日
】
2
月
5
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
か
ら

【
試
験
会
場
】
渡
島
合
同
庁
舎

（
函
館
市
美
原
4
丁
目
6
番
16
号
）

【
手
数
料
】
5
，
2
0
0
円

　

（
北
海
道
収
入
証
紙
）

【
申
込
期
限
】
1
月
16
日
（
月
）

　

渡
島
・
檜
山
圏
域
障
が
い
者
総

合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
め
い
」

は
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
が
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
年
齢
、
障
が
い
の
種
別
に
か

か
わ
ら
ず
総
合
的
な
相
談
支
援
を

無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
次
の
と
お
り
巡
回

相
談
を
行
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
2
月
6
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

【
場
所
】

　

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
第
1
会
議
室

【
対
象
者
】

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
（
障
が

い
種
別
、
年
齢
等
を
問
わ
ず
）
や

そ
の
家
族
、
地
域
の
関
係
機
関
の

方
な
ど
、
相
談
支
援
を
受
け
た
い

方
は
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

　

「
人
材
確
保
・
定
着
の
た
め
の

障
が
い
の
あ
る
方
へ
の

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す

試
験
・
講
習

職
場
環
境
改
善
セ
ミ
ナ
ー

＆
個
別
相
談
会　

開
催

狩
猟
免
許
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

○
狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
会

　

北
海
道
猟
友
会
で
は
、
狩
猟
免

許
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
を
対

象
に
予
備
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
1
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
か
ら

【
会
場
】

　

函
館
市
亀
田
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
講
習
料
】

・
銃
猟
7
，
5
0
0
円

・
網
猟
、
わ
な
猟各

5
，
0
0
0
円

【
申
込
期
限
】
1
月
16
日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
林
課
林
業
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
2
0
3

働いている調理師は

「調理師業務従事者届」を
出すことが調理師法で義務付けられていますY

調理
師の

皆さ
まへ

【届け出が必要な方】次のところで調理業務に従事している調理師です。
　寄宿舎、学校、病院、事業所、社会福祉施設、介護老人保健施設、矯正施設、その他多人数に飲食
物を調理して供与している施設、飲食店営業、魚介類販売業、そうざい製造業
【提出期限】平成28年12月31日（土）～平成29年1月15日（日）
　　　　　　※ウェブサイトはこの期間のみアクセスできます。
　平成28年12月31日現在の状況を書き込んで下記の北海道全調理師会支部に届け出てください。
　・八雲地域：八雲町富士見町8－3　　　食事処みえちゃん　鈴木英雄　宛
　・熊石地域：八雲町熊石雲石町52－1　 かきた寿し　　　　垣田篤　　宛
【インターネットでの届け出も可能です！】

　　次のウェブサイト、もしくはＱＲコードからアクセスしてください。（期間限定）
　・ウェブサイト：https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=AOVie6SV
【問い合わせ先】

　・北海道全調理師会八雲支部（食事処みえちゃん）　☎0137－64－2868
　・渡島総合振興局保健環境部八雲地域保健室（北海道八雲保健所） ☎0137－63－2168
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《
介
護
支
援
専
門
員
》

【
募
集
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し

　

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
65

　

歳
未
満
の
方

・
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有

　

し
、
資
格
更
新
し
て
い
る
方

【
勤
務
場
所
】
熊
石
総
合
支
所

【
雇
用
期
間
】

　

平
成
29

年
4
月
1
日
〜

　
　
　
　

平
成
29

年
9
月
30

日

（
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
5
時
15

分

【
添
付
書
類
】

・
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

・
介
護
支
援
専
門
員
証
の
写
し

【
業
務
内
容
】

　

居
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
計
画

作
成
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
お
よ
び
認

定
調
査
業
務
等

【
賃
金
】
日
額
8
，
2
5
0
円

【
特
別
賃
金
】
93

日

※
初
年
度
は
減
額
に
な
り
ま
す
。

【
保
険
等
】

　

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用

保
険
・
労
災
保
険
に
加
入

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験
等

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
包
括
支
援
係

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

◎
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

八
雲
町
で
は
、
次
の
と
お
り
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
次
の
場

所
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
写

真
を
貼
付
の
う
え
必
要
事
項
を
記

入
（
自
筆
）
し
、
公
共
職
業
安
定

所
の
紹
介
状
を
添
え
て
、
総
務
課

人
事
厚
生
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

　

総
務
課
人
事
厚
生
係
、
熊
石
総

合
支
所
、
落
部
支
所
、
熊
石
総
合

支
所
相
沼
泊
川
出
張
所
ま
た
は
函

館
公
共
職
業
安
定
所
八
雲
出
張
所

【
申
込
期
限
】

　

1
月
31

日
（
火
）

午
後
5
時
15

分
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

※
た
だ
し
、
代
替
保
育
士
に
つ
い

　

て
は
随
時

【
試
験
日
予
定
日
】

　

平
成
29

年
2
月
17

日
（
金
）

（
集
合
時
間
は
別
途
通
知
し
ま
す
）

八
雲
町
か
ら
の
お
知
ら
せ

募　
　

集

《
代
替
保
育
士
》

【
募
集
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

・
八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
65

　

歳
未
満
の
方

・
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

【
勤
務
場
所
】

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　
　
　

　

（
相
生
町
29

番
地
9
）

【
雇
用
期
間
】

　

平
成
29

年
1
月
10

日
〜

　
　
　
　

平
成
29

年
3
月
31

日

【
勤
務
日
】

・
毎
週
土
曜
日
（
た
だ
し
、
預
か

　

り
の
無
い
日
は
勤
務
し
な
い
）

・
平
日
1
日
（
火
曜
日
を
予
定
）

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
8
時
30

分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
5
時
15

分

【
添
付
書
類
】

・
保
育
士
証
の
写
し

・
自
動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち
の

　

方
は
そ
の
写
し

【
業
務
内
容
】

　

一
時
預
か
り
、
1
才
〜
5
才
児

の
保
育
業
務

【
賃
金
】
日
額
6
，
8
0
0
円

【
保
険
等
】
労
災
保
険
に
加
入

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験
等

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
5
7
3

《
熊
石
保
育
園
調
理
員
》

【
募
集
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

・
八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
65

　

歳
未
満
の
方

【
勤
務
場
所
】
熊
石
保
育
園

【
雇
用
期
間
】

　

平
成
29

年
4
月
1
日
〜

平
成
29

年
9
月
30

日

（
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

　

（
土
曜
日
交
代
勤
務
有
）

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
8
時
〜
午
後
4
時
45

分

【
添
付
書
類
】

・
自
動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち
の

　

方
は
そ
の
写
し

【
業
務
内
容
】
保
育
園
給
食
調
理

【
賃
金
】
日
額
6
，
5
0
0
円

【
特
別
賃
金
】
93

日　

※
初
年
度
は
減
額
に
な
り
ま
す
。

【
保
険
等
】

　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用

保
険
、
労
災
保
険
に
加
入

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験
等

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
石
保
育
園

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
5
5
3

《
熊
石
保
育
園
公
務
補
》

【
募
集
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

　

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
65

　

歳
未
満
の
方

【
勤
務
場
所
】
熊
石
保
育
園

【
雇
用
期
間
】

　

平
成
29

年
4
月
1
日
〜

　
　
　
　

平
成
30

年
3
月
30

日

（
勤
務
成
績
に
よ
り
翌
年
度
更
新

　

あ
り
）

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

（
土
曜
日
交
代
勤
務
有
）

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
7
時
30

分
〜

　

午
前
11

時
30

分

【
添
付
書
類
】

・
自
動
車
運
転
免
許
を
お
持
ち
の

　

方
は
そ
の
写
し

【
業
務
内
容
】

　

保
育
園
内
外
清
掃
、
給
食
調
理

助
手
、
保
育
園
に
運
営
に
関
わ
る

業
務

【
賃
金
】
日
額
3
，
3
5
0
円

【
保
険
等
】

　

雇
用
保
険
、
労
災
保
険
に
加
入

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験
等

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
石
保
育
園

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
5
5
3
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《
梅
村
庭
園
管
理
人
》

【
募
集
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
し

八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
65

未
満
の
方

【
勤
務
場
所
】
梅
村
庭
園
緑
地

（
末
広
町
1
5
1
番
地
）

【
雇
用
期
間
】

　

平
成
29

年
4
月
1
日
〜

　
　
　

平
成
29

年
12

月
31

日

　

（
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

【
勤
務
日
】

・
4
月
1
日
〜
30

日
の毎

週
日
曜
日

・
5
月
1
日
〜
10

月
31

日
ま
で
の

　

毎
週
日
曜
日
と
国
民
の
祝
日

・
11

月
1
日
〜
12

月
31

日
の
毎
週

　

日
曜
日

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
8
時
45

分
〜午

後
5
時
15

分

【
添
付
書
類
】

　

自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

【
業
務
内
容
】

・
庭
園
内
の
草
取
り
や
園
路
の
清

　

掃
、
梅
雲
亭
の
清
掃
や
入
館
者

　

の
対
応

・
4
、
11

、
12

月
に
通
年
雇
用
の

　

臨
時
管
理
人
が
休
む
と
き
の
代

　

替
え
勤
務

【
賃
金
】
日
額
6
，
7
0
0
円

【
保
険
等
】
労
災
保
険
に
加
入

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験
等

《
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
員
》

【
募
集
人
員
】
1
名

【
応
募
資
格
】

・
八
雲
町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
65

　

歳
未
満
の
方

・
調
理
師
免
許
の
有
無
は
問
い
ま

　

せ
ん
が
、
有
資
格
者
を
優
先

【
勤
務
場
所
】

　

八
雲
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

【
雇
用
期
間
】

　

平
成
29

年
4
月
1
日
〜

　
　
　
　

平
成
29

年
9
月
30

日

　

（
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

【
勤
務
時
間
】

　

午
前
8
時
〜
午
後
4
時
30

分

【
添
付
書
類
】

・
調
理
師
免
許
を
お
持
ち
の
方
は

　

そ
の
写
し

【
業
務
内
容
】
学
校
給
食
の
調
理

　

に
関
す
る
業
務

【
賃
金
】
日
額
6
，
7
0
0
円

【
特
別
賃
金
】
93

日

※
初
年
度
は
減
額
に
な
り
ま
す
。

【
保
険
等
】
健
康
保
険
、
厚
生
年

　

金
、
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
に

　

加
入

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験
等

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
8
0
1

八
雲
町
教
育
委
員
会
か
ら

の
お
知
ら
せ

国
立
病
院
機
構
八
雲
病
院

か
ら
の
お
知
ら
せ

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
会
教
育
課
文
化
財
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
1

◎
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

《
平
成
　

年
度

特
別
支
援
教
育
支
援
員
》

　

八
雲
町
教
育
委
員
会
で
は
、
学

校
で
の
生
活
や
学
習
に
お
い
て
、

教
育
上
特
別
の
支
援
を
必
要
と
す

る
児
童
生
徒
に
対
し
て
学
級
担
任

と
共
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

【
応
募
の
方
法
】

・
「
特
別
支
援
教
育
支
援
員
」
採

用
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
ま
で
直
接
持
参
、
ま
た
は

郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
用
紙
取
得
場
所
】

　

役
場
総
務
課
人
事
厚
生
係
、
落

部
支
所
、
熊
石
総
合
支
所
、
相
沼

泊
川
出
張
所
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八

雲
出
張
所
、
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
総
務
係

【
募
集
人
数
（
予
定
）
】
若
干
名

【
任
用
先
】

・
八
雲
町
内
の
小
中
学
校

【
応
募
資
格
】

・
特
別
支
援
教
育
や
発
達
障
が
い

　

等
に
理
解
が
あ
り
、
小
学
校
・

　

中
学
校
の
児
童
生
徒
へ
の
支
援

　

が
で
き
る
者
で
、
次
の
条
件
を

　

満
た
す
者

・
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
健

　

康
な
方
で
、
八
雲
町
内
に
在
住

　

し
、
原
則
と
し
て
教
員
免
許
を

　

有
す
る
方
ま
た
は
教
育
関
係
に

　

携
わ
っ
た
こ
と
の
あ
る
方

【
任
用
期
間
】

・
平
成
29

年
4
月
1
日
〜

平
成
30

年
3
月
の
終
業
日
ま
で

【
賃
金
】

・
1
時
間
あ
た
り
1
，
0
5
0
円

【
保
険
等
】

・
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
へ
の
加

　

入
【
雇
用
期
間
】

・
原
則
と
し
て
通
常
の
授
業
日　

①
小
学
校
（
1
日
4
〜
5
時
間
で

　

週
5
日
の
業
務
）

②
中
学
校
（
1
日
4
〜
6
時
間
で

　

週
5
日
の
業
務
）

【
申
込
期
限
】

　

2
月
17

日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

午
後
5
時
必
着

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
、
面
接
試
験
等

・
面
接
予
定
日
：
2
月
28

日
（
火
）

（
詳
細
は
、
後
日
ご
連
絡
し
ま
す
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒
0
4
9
│
3
1
1
2

　

八
雲
町
末
広
町
1
5
4
番
地

　

八
雲
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
1

《
看
護
師
》

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
応
募
資
格
】

　

看
護
師
の
免
許
を
取
得
さ
れ
て

い
る
方

【
待
遇
】

　

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

職
員
給
与
規
定
に
よ
る

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
・
小
論
文
・
面
接
試
験

【
面
接
予
定
日
】
別
途
連
絡

【
募
集
・
採
用
時
期
】
随
時

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

国
立
病
院
機
構

八
雲
病
院
庶
務
班
長

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
1
2
6

29

広報やくも広告募集中
①たて１０.０cm×よこ１７.０cm 
　…………………月額（町内業者）20,570円
②たて１５.０cm×よこ１７.０cm
　…………………月額（町内業者）10,280円
③たて１５.０cm×よこ１８.５cm
　…………………月額（町内業者）5,140円
④たて１５.０cm×よこ１２.０cm
　…………………月額（町内業者）1,540円
詳しくは、企画振興課協働推進係まで
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新成人の皆さまへ
国民年金に加入しましょうY

みんなの年金ガイド
知っ
て

おき
たい

１、まず何をすればよいのか？
（１）「国民年金被保険者資格取得届書」を提出

　　20歳の誕生月の前月に日本年金機構から送られる「国民年金被保険者資格取得届書」に必要事項

　を明記し、八雲町役場または各支所、函館年金事務所に提出してください。

（２）「年金手帳」が届く

　　保険料納付の確認や将来年金を受け取る際に必要です。また、就職の際に勤務先へ提出すること

　もあります。大切に保管してください。

　注意：年金手帳が届かない方

　　　　厚生年金保険の被保険者だった方、共済組合に加入していた方、障害・遺族年金を受給して

　　　　いる方（していた方）には送られません。

（３）「国民年金保険料納付書」が届くので、保険料を納める

　　納付書で保険料を納めてください（ご自身の生年月日の前日が含まれる月の分からの保険料）。

　　保険料は金融機関のほか、コンビニエンスストアでの納付、電子納付もできます。また、口座振

　替やクレジット納付も可能です。

２、保険料を納めることが難しい時は……
　保険料を納めることが経済的に難しいときは、「学生納付特例制度」か「納付免除・納付猶予制

度」の手続きを行いましょう。八雲町役場または各支所、函館年金事務所にて受け付けています。

（１）学生納付特例制度…

　　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納

　付が猶予されます。

（２）納付免除・納付猶予制度…

　　50歳未満の方で、ご本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定以下の場合や失業などの理

　由がある場合、申請により保険料の納付が全額免除または一部免除となります。また、学生を除く

　50歳未満の方で、ご本人、配偶者それぞれの前年等の所得が一定額以下の場合に、申請により国民

　年金保険料の納付が猶予される制度です。

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル　　10570－05－1165

　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など　国民年金課　　10138－56－1165

　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど　お客様相談室　10138－82－8002

　　役場窓口　　　　　住民生活課社会係（窓口５番）　　　　　　10137－62－2112（内線245）

　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課　　　　　　　101398－2－3111

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、住民生活課社会係までご連絡願います。

今月の年金相談

1月19日（木）

10:30～12:00

13:00～15:30

第1・2会議室

完全予約制
1月13日（金）までに申し込みください

国民年金に加入しましょうY
　日本国内に居住している20歳以上60歳未満の方は、国民年金の被保険者となります。20歳にな

れば、厚生年金保険加入者や共済組合加入者、またはその配偶者に扶養されている人を除き、国

民年金第１号の加入手続きをすることが必要です。
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公

民

館

み
ん
な
の

◆申し込み・問い合わせ先　社会教育課（八雲町公民館内）　10137─63─3131

ユ
ー
ラ
ッ
プ
川
自
然
体
験
学
習
会
③

「
オ
オ
ワ
シ
・
オ
ジ
ロ
ワ
シ
の
観
察
会
」

参
加
者
募
集

〜
八
雲
町
の
鳥
で
あ
る
オ
オ
ワ
シ
と
オ
ジ
ロ
ワ
シ
を

ユ
ー
ラ
ッ
プ
川
で
見
つ
け
よ
う
！
〜

　

冬
休
み
の
思
い
出
に
八
雲
の
自
然
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
？
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
1
月
14

日（
土
）
午
前
8
時
45

分
〜
正
午

公
民
館
集
合
・
解
散

【
会
場
】
ユ
ー
ラ
ッ
プ
川
上
流
域
ほ
か

【
対
象
】
小
学
１
年
生
以
上
の
町
民

　
　
　
　

（
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
と
す
る
）

【
定
員
】
15

名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

【
参
加
費
（
受
講
料
・
保
険
料
）
】

　

子
ど
も
2
0
0
円
・
大
人
3
0
0
円

【
申
込
方
法
】
参
加
申
込
書
に
参
加
費
を
添
え
て
公

民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
締
切
は
、
1
月
11

日（
水
）ま
で
で
す
。

※
締
切
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
保

　

険
料
1
0
0
円
を
除
く
参
加
費
を
返
金
し
ま
す
。

【
服
装
】

　

ス
キ
ー
ウ
エ
ア
な
ど
の
暖
か
い
服
装
、
帽
子
、
手

袋
、
長
ぐ
つ（
雪
上
を
2
0
0
m
ほ
ど
歩
き
ま
す
）

※
防
寒
対
策
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具
、
双
眼
鏡
（
ご
家
庭
に
あ
る

方
）、
温
か
い
飲
み
物
、
カ
イ
ロ

【
主
催
】
八
雲
町
教
育
委
員
会

　1月は親子で取り組むパソコン講座を開講します。パソコンを使ってオリジナルのゲームづくりに挑戦しましょう！今年度
最後のパソコン講座は、落部地域で開講の「エクセル講座（実用編）」です。エクセルの基本操作はできるという方、より使
いこなすための応用操作について学んでみませんか？どの講座も定員になり次第締め切ります。受講申し込みは、公民館
（☎0137－63－3131）までご連絡ください。

　毎月第2、第4木曜日は町民ITサポートセンターの日です。町民のパソコンのトラブルやお悩みに無料で相談に
応じます。パソコンの持ち込みや電話での相談も受け付けますのでお気軽にご利用ください。

ＩＴ町民サポートセンター

生涯学習パソコン講座

八雲町公民館２階　パソコン室　10137－６３－３１３１（内線３０４）

はぴあ八雲１階　情報交流室　10137－６８－２２２８（内線１２）
午後7時～9時

時　間　帯

内容
および
日程

内容
および
日程

大人

1,000円

子ども

500円

日　　　　程 受講料コース名

会場・電話番号

冬休みは、親子でパソコンに親しんでみましょ
う。プログラミング言語「スクラッチ」を楽しく
学びます。子どものみの参加も可能です。ご
相談ください。（対象：小学校4～6年生）

内　　　　容

日　　程

1月12日（木）

1月26日（木）

1月15日（日）午前9時～午後4時
【定員】親子10組20名
【会場】八雲町公民館パソコン室
※昼休憩の部屋を用意しますので
　昼食を持参されても結構です。

親子の
パソコン教室

1,000円

エクセルを使いこなす上で欠かせないIF・
VLOOKUP・ROUNDなどの「関数」や「絶対
参照」の使い方を学びます。
（参加条件・基本の文字入力ができること）

1月24日（火）、25日（水）、26日（木）
午後6時30分～9時
【定員】6名
【会場】落部町民センター実習室

エクセル講座
（実用編）

ユーラップ川自然体験学習では、ユーラップ川の上流から下流まで野鳥観察

ポイントを巡ります。次のような野鳥が観察できるかもしれません！
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図書館に行こうY
■八雲町立図書館　　　1０１３７－６２－２５０７
　【開館時間】　午前１０時～※午後６時
　※水曜日は午後８時　日曜日は午後５時
　【休 館 日】　月曜日､祝日､年末年始

■熊石総合支所図書室　1０１３９８－２－３１１１
　【開館時間】　午前８時３０分～午後５時１５分
　【休 館 日】　土・日曜日､祝日､年末年始

図
書
館
だ
よ
り

《
お
は
な
し
の
へ
や
》

・
お
は
な
し
ひ
ろ
ば

「
絵
本
・
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
」

　

1

月
11

日
（
水
）・
25

日
（
水
）

　

午
後
4
時
〜
4
時
30

分

《
集
会
室
》

・
お
た
の
し
み
ど
う
わ
の
日

　

1

月
21

日
（
土
）
午
後
2
時

「
童
話
サ
ー
ク
ル
ぴ
い
た
あ
★
ぱ

ん
」
に
よ
る
本
の
読
み
聞
か
せ
や

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

・
子
ど
も
向
け

　

1

月
14

日
（
土
）
・

　

2

月
4

日
（
土
）
午
後
1
時

・
大
人
向
け

　

1

月
28

日
（
土
）
午
後
2
時

◆
八
雲
地
域　

1

月
10

日
（
火
）

午
前
9
時
30

分
〜
11

時

（
9
ヶ
月
相
談
）

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

※
9
ヶ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を
手

　

渡
し
ま
す
。

◎
子
ど
も
向
け
行
事

◎
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

◎
映
画
会
（
視
聴
覚
ホ
ー
ル
）

平
成
28
年
度
読
書
感
想
文
・

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　
　
　
　
　
　

11
月
29
日（
火
）

本の返却は、どちらでも受付します

ノ
ッ
ポ
さ
ん
の
「
小
さ
い
人
」と

な
か
よ
く
で
き
る
か
な
？

沈
黙
法
廷

高
見
の
っ
ぽ

　

子
ど
も
の
こ
と
を
「
小
さ
い
人
」

と
呼
ぶ
ノ
ッ
ポ
さ
ん
が
、「
小
さ
い

人
」
や
「
大
き
い
人
」
と
の
つ
き
あ
い

方
、
自
分
が「
小
さ
い
人
」
だ
っ
た
頃

の
こ
と
な
ど
を
語
る
。ノ
ッ
ポ
さ
ん

が
作
っ
た
物
語
「
こ
う
ま
は
は
な
が

す
き
」
も
収
録
。

　

複
数
の
不
審
死
が
発
生
。
捜
査
線
上

に
家
事
代
行
業
の
女
性
が
浮
上
す
る
。

舞
台
は
裁
判
員
裁
判
の
場
へ
。
無
罪
を

主
張
す
る
被
告
は
、
証
言
台
で
突
然
口

を
閉
ざ
し
…
。
有
罪
に
代
え
て
も
守
る

べ
き
何
が
彼
女
に
あ
る
の
か
？
『
北
海

道
新
聞
』ほ
か
連
載
を
加
筆
修
正
。

今月のオススメ本

佐
々
木
譲

今月の新刊本

◎毎週入る新刊図書は、町ホームページ八雲町立図書

館のページより「新刊案内」をご覧ください。また、

パソコンを通して町立図書館の蔵書を検索・予約するこ

とができます。

◎「やくも朗読サークル」の方々が「広報やくも」を

吹き込みした「広報やくも朗読ＣＤ」を貸出しています。

そのほか、北海道新聞のコラム「卓上四季」朗読 CD

もありますので、ご利用ください。

【年末年始休館のお知らせ】

　12月29日（木）～1月5日（木）まで、年末年
始のため休館します。なお、休館中の返却
は、玄関横の返却ポストをご利用ください。

【臨時開館（月曜日）のお知らせ】

　冬休み期間の月曜日は臨時開館を行います。
　12月26日（月）・1月9日（月（成人の日））・
　1月16日（月）
※開館時間は午前10時～午後5時まで

●  お し ら せ ●

エントランスホールの催し

八雲篆刻倶楽部篆刻展示
1月15日（日）～1月29日（日）

　平成28年度読書感想文・感想画コンクール

を開催し、多くの作品のご応募をいただきまし

た。各賞が決定し、作品集『光陰50号』に掲載、

発行することができました。図書館にて閲覧

および貸出をしておりますので、賞に輝いた力

作を、ぜひご覧ください。

図書館一口メモ

読書感想文・感想画作品集
2016『光陰第50号』発行のお知らせ

■こまであそぼう　１月14日（土）午後２時

■ひ な ま つ り　２月４日（土）午後２時
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スポーツをしようY ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

　
　
　
　 

（
昨
年
度
の
様
子
）

☆
ひ
ら
た
な
い
ス
キ
ー
場

◎
1
月
　
日
（
火
）

　

オ
ー
プ
ン
予
定
！

【
営
業
時
間
】

　

午
後
5
時
〜
9
時

※
詳
細
は
、
熊
石
地
域
防
災
行
政

　

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

【
日
時
】

　

1
月
16

日
（
月
）
、
17

日
（
火
）
、

　
　
　

18

日
（
水
）

　

午
後
7
時
〜
8
時
30

分

【
場
所
】
町
営
ス
キ
ー
場

【
内
容
】

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
マ
ナ
ー
と
滑

走
方
法

※
初
級
者
・
中
級
者
・
上
級
者
に

　

分
か
れ
て
行
い
ま
す
。

【
指
導
者
】

　

八
雲
ス
キ
ー
協
会
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
部
員
（
Ｓ
Ａ
Ｊ
公
認
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
指
導
員
ほ
か
）

【
対
象
】
小
学
生
以
上

　
　
　

（
定
員
20

名
）

【
申
込
締
切
】
1
月
11

日
（
水
）

【
受
講
料
】

・
大
人 

1
，
5
0
0
円

・
高
校
生
以
下 

1
，
2
0
0
円

　
　
　
　
　

 　

（
保
険
料
含
む
）

◎
第
３
回

　

キ
ン
ボ
ー
ル
交
流
大
会

【
日
時
】
1
月
29

日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
30

分
〜

【
場
所
】
総
合
体
育
館

【
対
象
】
小
学
3
年
生
以
上

【
チ
ー
ム
編
成
】

①
1
チ
ー
ム
4
名
で
競
技
を
行
い

　

ま
す
。
1
チ
ー
ム
最
大
8
名
ま

　

で
登
録
で
き
ま
す
。

②
性
別
に
よ
る
区
分
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。
男
女
混
成
の
チ
ー
ム
編
成

　

も
可
と
し
ま
す
。

③
チ
ー
ム
編
成
が
3
名
以
下
の
場

　

合
は
、
主
催
者
で
混
成
チ
ー
ム

　

を
編
成
し
ま
す
。

【
競
技
部
門
】

　

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部
、

高
校
生
以
上
の
部

【
保
険
料
】
20

円

【
申
込
締
切
】
1
月
19

日
（
木
）

キ
ン
ボ
ー
ル
交
流
大
会

　
　
　
　
　

（
昨
年
度
の
様
子
）

◎
熊
石
歩
く
ス
キ
ー
の
集
い

【
日
時
】
2
月
5
日
（
日
）

　

午
前
10

時
〜
午
後
1
時

【
場
所
】
熊
石
青
少
年
旅
行
村
内

　

特
設
コ
ー
ス　

約
2
㎞

【
対
象
】
小
学
3
年
生
以
上
の
方

※
昼
食
は
、
熊
石
歴
史
記
念
館
広

　

場
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
バ
ー
ベ

　

キ
ュ
ー
を
行
い
ま
す
。

【
申
込
締
切
】
2
月
1
日
（
水
）

【
参
加
料
】

・
大
人
1
，
0
0
0
円

・
高
校
生
以
下
5
0
0
円

（
保
険
料
含
む
）

◎
冬
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室

　

1
月
7
日（
土
）〜
9
日（
月
・
祝
）

◎
第
1
回
ジ
ュ
ニ
ア
ポ
ー
ル
教
室

　

1
月
14

日
（
土
）（
午
後
）

◎
第
1
回
ジ
ュ
ニ
ア
講
習
（
午
前
）・

　

検
定
（
午
後
）

　

1
月
15

日
（
日
）

◎
第
67
回

　

町
民
体
育
大
会
ス
キ
ー
大
会

　

1
月
21

日
（
土
）

◎
第
1
回
夜
間
ス
キ
ー
講
習

　

1
月
25

日
（
水
）
〜
26

日
（
木
）

◎
第
15
回
ホ
タ
テ
カ
ッ
プ
ジ
ャ
イ

　

ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

　

1
月
29

日
（
日
）

◎
第
２
回
夜
間
ス
キ
ー
講
習

　

2
月
1
日
（
水
）
〜
2
日
（
木
）

◎
第
1
回
級
別
テ
ス
ト
講
習
（
午

　

前
）・
検
定
（
午
後
）

　

2
月
5
日
（
日
）

◎
第
20
回

　

東
陽
建
設
カ
ッ
プ
ス
キ
ー
大
会

　

2
月
12

日
（
日
）

　

各
行
事
の
申
し
込
み
は
、
総
合

体
育
館
、
熊
石
教
育
事
務
所
（
熊

石
歩
く
ス
キ
―
の
集
い
の
み
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■八雲町総合体育館　1０１３７－６２－２１４１

　【開館時間】　午前 ９時30分～午後９時

　　　※日曜日・祝日は午後５時まで

　【休 館 日】　月曜日､年末年始

■熊石教育事務所　　1０１３９８－２－３１１１

☆
教
育
委
員
会
主
催
事
業

☆
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
予
定

〔
総
合
体
育
館
〕

◎
第
27
回
道
南
選
抜
中
学
生

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
八
雲
大
会

　

1

月
22

日（
日
）午

前
9
時
30

分
〜

◎
イ
ン
ド
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス交

流
会

　

1

月
9

日（
月
・
祝
）

午
前
9
時
30

分
〜

◎
八
雲
町
混
合バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　

2

月
5

日（
日
）午

前
9
時
30

分
〜

☆
ス
キ
ー
協
会
主
催
事
業

10
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